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は じ め に

先日報告された令和２年度鳥取県におけるがんの「７５歳未満年齢調整死亡率」は６８．６と「第三次鳥

取県がん対策推進計画」で設定した目標値７０．０を下回り、都道府県別の順位でも前年の４５位から２２位

と改善しておりました。人口規模の小さい当県においては変動の幅が大きく今後の経過を注視する必

要がありますが、目標が達成されたことは一定の評価をしてよいのではないでしょうか。さらなる改

善に向けて引き続き取り組んでいく必要があります。ところがコロナ禍はがん対策、特にがん検診に

大きな影響を及ぼしています。鳥取県においても令和２年度のがん検診の実績では、医療機関検診に

比較して集団検診の受診者数減少が目立ちました。胃がん検診受診者数では集団検診１９．９％減、医療

機関検診１０．５％減で全体では１２．１％の減少。肺がん検診では集団検診２４．２％減、医療機関検診３．１％

増で全体では９．０％の減少。大腸がん検診では集団検診１５．３％減、医療機関検診５．９％減で全体では

９．３％の減少。乳がん検診では集団検診１８．１％減、医療機関検診１３．５％減で全体では１５．５％の減少。

子宮がん検診では集団検診１８．２％減、医療機関検診２．９％減で全体では８．０％の減少でした。

一時的であれ、がん検診受診者数の減少は将来の検診発見がんにおける早期がん比率を押し下げる

要因となることが危惧されます。さらにはがん死亡率にも一定の影響を及ぼすものと考えられます。

コロナ禍の先行きはなかなか見通せませんが、集団検診会場での感染対策の徹底や医療機関検診のさ

らなる活用などがん検診受診率の回復に向けてさらなる取り組みが必要と考えます。

このたび、例年通り、令和２年度の「鳥取県がん検診実績報告書」を発行いたします。当県におけ

るがん検診の更なる充実に向けてご活用いただければ幸いに存じます。

令和４年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 渡 辺 憲
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Ⅱ．令和２年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数。
※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出
することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推
計対象者数」とする。
各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務）

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上。
乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）
子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。
肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者。
（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、①基本健康診
査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。②平成１４年～平成１８年度までの本事業か
らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数
３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合
４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数
５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合
６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数
７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合
８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数
９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合
１０．陽性反応適中度：要精密検査者のうち、がんとされた者の割合
１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に
おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



〈検診方法別結果〉

区 分
市町村数

受診者数（率） がん がん発見率（％）
実 施 未実施

Ｘ 線 検 診 １９ ０ ７，７３８
（１６．８％） ９ ０．１１６

内視鏡検診 １９ ０ ３８，４３０
（８３．２％） １２９ ０．３３６

計 ４６，１６８
（１００％） １３８ ０．２９９

１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
令和２年度の対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が示す算式
により算定した推計値）は１８９，１３２人のうち、受診者数はＸ線検査７，７３８人、内視鏡検査は３８，４３０人で
合計４６，１６８人、受診率は２４．４％で前年度より３．４ポイント減少した。
受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は８３．２％で、年々増加している。
このうち、４０歳から６９歳（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）では、対象者数

７６，８１４人、受診者数２２，２０５人、受診率２８．９％であった。
検査結果が胃がんであった者は１３８人発見され（Ｘ線検査９人、内視鏡検査１２９人）、がん発見率は

０．３０％であった。
Ｘ線検査でのがん発見率は０．１２％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．３４％である。
陽性反応適中度（がん／要精検査者）はＸ線検査１．６％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度
はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ１３．２％であった。
胃がん及び胃がん疑いについて行った確定調査の結果、確定癌は１３３例、発見癌率は０．２９%であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は７，７３８人で、受診率は４．１％である。一次検診の要
精検者は５５５人で、要精検率は７．２％で、前年度より０．９ポイント減少した。精検受診者数４７３人、
精検受診率は８５．２％で前年度より１．２ポイント減少した。車検診の要精検率７．０％（東部４．６％、中
部８．８％、西部９．５％）、施設検診は８．３％（東部８．５％、中部１１．８％、西部７．６％）だった。
精検結果が胃がんであった者は９人で、胃がん発見率は０．１２％であった。検査の結果が胃がん
及び胃がん疑いについて行った確定調査の結果は９人であった。
Ⅹ線検査における国のプロセス指標については、鳥取県では、精検受診率目標値（９０％以上）
以外、許容値（要精検率１１．０以下、精検受診率７０．０％以上、陽性反応適中度１．０％以上と、がん発
見率０．１１％以上）の指標はクリアしており、精度の高い検診がおこなわれている。ただし、例年
と同様に施設検診におけるＸ線検査では要精検率が高い。

（２） 内視鏡検査は、１９市町村で実施され、受診者数は３８，４３０人で、検査結果は胃がんであった者は
１２９人が発見され、発見率は０．３４％であった。検査の結果が胃がん及び胃がん疑いについて行った
確定調査の結果は１２４人であった。
内視鏡検査の組織診実施者数は９７８人で、組織診実施率２．５％、東部３．０％、中部３．１％、西部

１．９％である。また、陽性反応適中度（がん／組織診実施者数）は１３．２％で、東部１１．１％、中部
１５．２％、西部１５．１％であった。

４



〈検診機関別結果〉
（１） Ｘ線検診
・一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

６，９５３
（８９．９％） ４９０ ７．０ ４．６ ８．８ ９．５

施設検診
（病院・診療所）

７８５
（１０．１％） ６５ ８．３ ８．５ １１．８ ７．６

計 ７，７３８
（１００％） ５５５ ７．２ ５．１ ８．９ ９．３

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診
率 （％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ４１７ ８５．１ ８ ０．１１５ ０．０９２ ０．１１５ ０．１５４

施 設 検 診 ５６ ８６．２ １ ０．１２７ ０．０００ ０．０００ ０．３１６

計 ４７３ ８５．２ ９ ０．１１６ ０．０８１ ０．１１３ ０．１７７

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数
組 織 診
実 施 者

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

病 院 ９，６５７ ３０８ ３７ ０．３８３ ０．３２７ ０．４３３ ０．５００

診 療 所 ２８，７７３ ６７０ ９２ ０．３２０ ０．３３５ ０．４７７ ０．２５７

計 ３８，４３０ ９７８ １２９ ０．３３６ ０．３３２ ０．４６４ ０．２８７

〈圏域別結果〉
（１） Ｘ線検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） がん がん発見率（％）

東 部 ３，７０４ １８８ ５．１ １５８ ８４．０ ３ ０．０８１

中 部 １，７６８ １５７ ８．９ １３５ ８６．０ ２ ０．１１３

西 部 ２，２６６ ２１０ ９．３ １８０ ８５．７ ４ ０．１７７

計 ７，７３８ ５５５ ７．２ ４７３ ８５．２ ９ ０．１１６

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数 組織診実施者 実施率（％） がん がん発見率（％） 陽性反応適中度（％）

東 部 １５，９６９ ４７６ ３．０ ５３ ０．３３２ １１．１

中 部 ６，４５９ １９８ ３．１ ３０ ０．４６４ １５．２

西 部 １６，００２ ３０４ １．９ ４６ ０．２８７ １５．１

計 ３８，４３０ ９７８ ２．５ １２９ ０．３３６ １３．２

５



２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
令和２年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃癌は１３３例
（一次検査がＸ線検査：車検診８例、施設検診１例、一次検査が内視鏡検査：１２４例）で、癌発見率
は０．２８８％（東部０．２８０％、中部０．３１６％、西部０．２８５％）で、前年度に比べ、癌は７２例減、癌発見率は
０．１ポイント減少した。
調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１０５例、進行癌は２８例であった。早期癌率は７８．９％（東部８５．５％、中部７６．９％、西部
７３．１％）であった。

（２） 切除は５８例で、内視鏡切除が７０例であった。非切除例が５例であった。
（３） 性・年齢別では、男性９０例、女性４３例であった。４０歳代１例、５０歳代３例、６０歳代２４例、７０歳
代６９例、８０歳以上３６例で、例年と同様に６０歳代、７０歳代の男性が多い。

（４） 早期癌では「Ⅱｃ」が５５％を占めている。進行癌の肉眼分類は「２」が５０％を占めている。例
年通りの傾向であった。

（５） 切除例の大きさは２㎝以下のものが６０％を占め、令和元年度の約５０％に比べ、小さい癌が見つ
かっている。一方で５㎝以上のものが１６例認められた。

（６） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstage IＡが５例で７１．４％、内視鏡検査ではstage IＡが９６例で
７８．７％であった。StageⅣが内視鏡検査で３例見つかっている。

（７） 逐年検診発見進行癌は５例（東部１例、中部２例、西部２例）であった。各地区で症例検討を
行っていただき、問題点等について検討していただく。

６
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受診率・要精検率・精検受診率の推移
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胃がん発見率の推移

胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん発見率（X線＋内視鏡）
R1 R2H30H29H28H27

（１） 胃がん検診の受診者数、受診率等の推移

区 分
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １８９，１３２ １８９，１３２
受 診 者 数（人） Ｂ １３，６４２ ３７，８２８ ５１，４７０ １１，９６１ ３８，６８４ ５０，６４５ １１，０２９ ４０，４５３ ５１，４８２
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ７．２ １９．９ ２７．０ ６．３ ２０．５ ２６．８ ５．８ ２１．４ ２７．２

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １２，５４８ １０，９３３ １０，０３６
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，０９４ １，０２８ ９９３
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．０ ８．６ ９．０

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ９２７ ８８９ ８３０
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８４．７ ８６．５ ８３．６

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ １８（１）１５３（１０２） １７１（１０３） １５（６）１４４（９２） １５９（９８） １５（３）１３３（８５） １４８（８８）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１３ ０．４０ ０．３３ ０．１３ ０．３７ ０．３１ ０．１４ ０．３３ ０．２９

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．６ １．５ １．５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ １８ １５１ １６９ １８ １５０ １６８ １６ １３８ １５４
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１３ ０．４０ ０．３３ ０．１５ ０．３９ ０．３３ ０．１５ ０．３４ ０．３０

区 分
平成３０年度 令和元年度 令和２年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２
受 診 者 数（人） Ｂ １０，４１５ ４１，１９６ ５１，６１１ ９，６４９ ４２，８４５ ５２，４９４ ７，７３８ ３８，４３０ ４６，１６８
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ５．５ ２１．８ ２７．３ ５．１ ２２．７ ２７．８ ４．１ ２０．３ ２４．４

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ９，５２０ ８，８６３ ７，１８３
要 精 検 者 数（人） Ｅ ８９５ ７８６ ５５５
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．６ ８．１ ７．２

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ７９５ ６７９ ４７３
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８８．８ ８６．４ ８５．２

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ １５（２）１４９（４２） １６４（４４） １４（４）１９３（７４） ２０７（７８） ９（０）１２９（７１） １３８（７１）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１４ ０．３６ ０．３２ ０．１５ ０．４５ ０．３９ ０．１２ ０．３４ ０．３０

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．７ １．８ １．６

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ １４ １４１ １５５ １７ １８８ ２０５ ９ １２４ １３３
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１３ ０．３４ ０．３０ ０．１８ ０．４４ ０．３９ ０．１２ ０．３２ ０．２９

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 令和２年度胃がんＸ線検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数
ｄ 異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ２０２ ４２０ ７．５ １０．６ ９．４ ７ １２ １９５ ４０８ ３．５ ２．９ ３．１
４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ １８１ ３８９ ７．６ １１．４ ９．８ ７ １３ １７４ ３７６ ３．９ ３．３ ３．５
５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ １５８ ３７１ ６．３ ９．６ ８．３ １１ １１ １４７ ３６０ ７．０ ３．０ ４．２
５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ２１５ ３７５ ６．２ ６．５ ６．４ ９ １７ ２０６ ３５８ ４．２ ４．５ ４．４
６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ３７５ ６６６ ４．８ ６．０ ５．５ ２９ ２８ ３４６ ６３８ ７．７ ４．２ ５．５
６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ６４５ ８０１ ４．８ ４．９ ４．８ ６７ ５１ ５７８ ７５０ １０．４ ６．４ ８．２
７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ７２８ ８１８ ６．１ ５．３ ５．７ ８６ ６５ ６４２ ７５３ １１．８ ７．９ ９．８
７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３６５ ３９７ ３．３ ２．５ ２．８ ２６ ３７ ３３９ ３６０ ７．１ ９．３ ８．３
８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３３０ ３０２ １．８ ０．８ １．１ ４２ ３７ ２８８ ２６５ １２．７ １２．３ １２．５

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ３，１９９ ４，５３９ ４．３ ３．９ ４．１ ２８４ ２７１ ２，９１５ ４，２６８ ８．９ ６．０ ７．２
合計 １８９，１３２ ７，７３８ ４．１ ５５５ ７，１８３ ７．２

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）
ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応的中度（％）
ｊ＝ｈ／ｄ

異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
４０～４４歳 ６ １０ ８５．７ ８３．３ ８４．２ １ ６ ４ ４ ０ ０ １ ０ ０．４９５ ０．０００ ０．１６１ １４．３ ０．０ ５．３
４５～４９歳 ４ １１ ５７．１ ８４．６ ７５．０ ２ １ ２ １０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５０～５４歳 １０ ９ ９０．９ ８１．８ ８６．４ ４ １ ６ ８ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５５～５９歳 ８ １４ ８８．９ ８２．４ ８４．６ ０ ２ ８ １２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
６０～６４歳 ２３ ２７ ７９．３ ９６．４ ８７．７ ４ ５ １９ ２２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
６５～６９歳 ４８ ４９ ７１．６ ９６．１ ８２．２ ９ １４ ３７ ３５ ０ ０ ２ ０ ０．３１０ ０．０００ ０．１３８ ３．０ ０．０ １．７
７０～７４歳 ７３ ５３ ８４．９ ８１．５ ８３．４ １２ １５ ５９ ３７ ０ ０ ２ １ ０．２７５ ０．１２２ ０．１９４ ２．３ １．５ ２．０
７５～７９歳 ２４ ３５ ９２．３ ９４．６ ９３．７ ６ １０ １７ ２４ ０ ０ １ １ ０．２７４ ０．２５２ ０．２６２ ３．８ ２．７ ３．２
８０歳以上 ３６ ３３ ８５．７ ８９．２ ８７．３ １０ ４ ２５ ２９ ０ ０ １ ０ ０．３０３ ０．０００ ０．１５８ ２．４ ０．０ １．３
計 ２３２ ２４１ ８１．７ ８８．９ ８５．２ ４８ ５８ １７７ １８１ ０ ０ ７ ２ ０．２１９ ０．０４４ ０．１１６ ２．５ ０．７ １．６
合 計 ４７３ ８５．２ １０６ ３５８ ０ ９ ０．１１６ １．６

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数
a′

一次検診結果
要精検率（％）
c′＝b′／a′

要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計
保 健 事 業 団 ２，７６５ ３，９６６ ２４８ ２３０ ２，５１７ ３，７３６ ９．０ ５．８ ７．１
中国労働衛生協会 ７７ １４５ ７ ５ ７０ １４０ ９．１ ３．４ ５．４
病 院 １９４ ２６８ １５ １９ １７９ ２４９ ７．７ ７．１ ７．４
診 療 所 １６３ １６０ １４ １７ １４９ １４３ ８．６ １０．６ ９．６

計 ３，１９９ ４，５３９ ２８４ ２７１ ２，９１５ ４，２６８ ８．９ ６．０ ７．２
合 計 ７，７３８ ５５５ ７，１８３ ７．２
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％
検診機関別要精検率の推移

病院

保健事業団
中国労働衛生協会

診療所

H28 R1 R2H30H29

精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん
1.9％異常認めず

22.4％

その他の疾病
75.7％

その他の胃良性疾患
72.1％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

9.8％

胃腺腫（異型上皮）
1.1％

胃ポリープ
15.6％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

1.1％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.3％

・検診機関別要精検率の推移
一次検診機関 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

保 健 事 業 団 ８．４ ８．５ ８．２ ７．６ ７．１
中国労働衛生協会 ７．４ ４．５ ５．７ ９．３ ５．４
車 検 診 小 計 ８．４ ８．４ ８．１ ７．７ ７．０
病 院 ９．９ １７．３ １５．４ １０．９ ７．４
診 療 所 ９．１ ９．６ ７．４ １４．６ ９．６
施 設 検 診 小 計 ９．６ ９．６ １３．７ １２．４ ８．３
合 計 ８．６ ９．０ ９．０ ８．６ ７．２

ｂ．検診機関別

年 齢
精密検査
受診者数
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′
陽性反応的中度（％）
h′＝f′／b′

異 常
認 め ず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
保健事業団 ２０１ ２０６ ８１．０ ８９．６ ８５．１ ４０ ５２ １５５ １５２ ０ ０ ６ ２ ０．２１７ ０．０５０ ０．１１９ ２．４ ０．９ １．７
中国労働
衛生協会 ５ ５ ７１．４ １００．０ ８３．３ ２ ０ ３ ５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

車 検 診
小 計 ２０６ ２１１ ８０．８ ８９．８ ８５．１ ４２ ５２ １５８ １５７ ０ ０ ６ ２ ０．２１１ ０．０４９ ０．１１５ ２．４ ０．９ １．６

病 院 １３ １４ ８６．７ ７３．７ ７９．４ ２ ３ １１ １１ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
診 療 所 １３ １６ ９２．９ ９４．１ ９３．５ ４ ３ ８ １３ ０ ０ １ ０ ０．６１３ ０．０００ ０．３１０ ７．１ ０．０ ３．２
施設検診
小 計 ２６ ３０ ８９．７ ８３．３ ８６．２ ６ ６ １９ ２４ ０ ０ １ ０ ０．２８０ ０．０００ ０．１２７ ３．４ ０．０ １．５

計 ２３２ ２４１ ８１．７ ８８．９ ８５．２ ４８ ５８ １７７ １８１ ０ ０ ７ ２ ０．２１９ ０．０４４ ０．１１６ ２．５ ０．７ １．６
合 計 ４７３ ８５．２ １０６ ３５８ ０ ９ ０．１１６ １．６
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ん
発
見
率

（
％
）
陽
性
反
応

適
中
度

対
象
者
数
車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診
率

（
％
）

異
常

認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病

が
ん

が
ん
疑
い
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

１，
８５
７

４０
０

２，
２５
７

３．
８

８０
３４

１１
４

５．
１

９５
８３
．３

１７
７５

３
０

７８
０．
１３
３

２．
６

米
子
市

４４
，１
１９

３０
６

２０
５

５１
１

１．
２

２５
１７

４２
８．
２

３８
９０
．５

８
２９

１
０

３０
０．
１９
６

２．
４

倉
吉
市

１７
，１
５０

３６
４

１４
３７
８

２．
２

３２
２

３４
９．
０

３２
９４
．１

７
２５

０
０

２５
０．
００
０

０．
０

境
港
市

１１
，２
０６

２２
６

８６
３１
２

２．
８

１８
３

２１
６．
７

１８
８５
．７

１０
７

１
０

８
０．
３２
１

４．
８

岩
美
町

４，
５８
２

４６
２

２
４６
４

１０
．１

２８
０

２８
６．
０

２４
８５
．７

４
２０

０
０

２０
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

６，
２３
０

７３
３

２８
７６
１

１２
．２

３３
１

３４
４．
５

２９
８５
．３

３
２６

０
０

２６
０．
００
０

０．
０

若
桜
町

１，
５３
９

９２
５

９７
６．
３

３
２

５
５．
２

５
１０
０．
０

０
５

０
０

５
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

３，
０２
７

１２
５

０
１２
５

４．
１

７
０

７
５．
６

５
７１
．４

０
５

０
０

５
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

４１
４

６
４２
０

７．
４

３９
０

３９
９．
３

３０
７６
．９

７
２２

１
０

２３
０．
２３
８

２．
６

三
朝
町

２，
５７
４

１７
７

０
１７
７

６．
９

２０
０

２０
１１
．３

１７
８５
．０

７
１０

０
０

１０
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

５，
５１
６

３９
５

１０
４０
５

７．
３

２５
１

２６
６．
４

２３
８８
．５

１０
１３

０
０

１３
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

６，
７５
１

３８
４

４
３８
８

５．
７

３７
１

３８
９．
８

３３
８６
．８

５
２７

１
０

２８
０．
２５
８

２．
６

南
部
町

４，
０１
１

１８
５

０
１８
５

４．
６

２４
０

２４
１３
．０

２２
９１
．７

４
１８

０
０

１８
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
２５
７

２８
１

０
２８
１

６．
６

２９
０

２９
１０
．３

２５
８６
．２

６
１８

１
０

１９
０．
３５
６

３．
４

日
吉
津
村

１，
００
８

１２
０

２５
１４
５

１４
．４

８
４

１２
８．
３

１０
８３
．３

３
７

０
０

７
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
９６
７

４２
９

０
４２
９

６．
２

４７
０

４７
１１
．０

４３
９１
．５

９
３３

１
０

３４
０．
２３
３

２．
１

日
南
町

２，
５５
１

２０
０

０
２０
０

７．
８

２２
０

２２
１１
．０

１５
６８
．２

４
１１

０
０

１１
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
５５
３

９６
０

９６
６．
２

５
０

５
５．
２

２
４０
．０

０
２

０
０

２
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

１０
７

０
１０
７

７．
６

８
０

８
７．
５

７
８７
．５

２
５

０
０

５
０．
００
０

０．
０

合
計
１８
９，
１３
２

６，
９５
３

７８
５

７，
７３
８

４．
１

４９
０

６５
５５
５

７．
２

４７
３

８５
．２

１０
６

３５
８

９
０

３６
７

０．
１１
６

１．
６

東
部

７４
，３
８１

３，
２６
９

４３
５

３，
７０
４

５．
０

１５
１

３７
１８
８

５．
１

１５
８

８４
．０

２４
１３
１

３
０

１３
４

０．
０８
１

１．
６

中
部

３７
，６
６７

１，
７３
４

３４
１，
７６
８

４．
７

１５
３

４
１５
７

８．
９

１３
５

８６
．０

３６
９７

２
０

９９
０．
１１
３

１．
３

西
部

７７
，０
８４

１，
９５
０

３１
６

２，
２６
６

２．
９

１８
６

２４
２１
０

９．
３

１８
０

８５
．７

４６
１３
０

４
０

１３
４

０．
１７
７

１．
９

１０



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.2％胃がん

0.3％異常認めず
21.6％

その他の疾病
77.9％

その他の胃良性疾患
65.7％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

5.2％

胃腺腫（異型上皮）
0.5％
胃ポリープ
25.8％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.1％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

2.7％

（３） 令和２年度胃がん内視鏡検診
１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数
ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ５２１ ９５４ ２１８ ４０４ ３０３ ５５０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 ５７２ １，０５３ ２０７ ３６７ ３６４ ６８６ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

５０～５４歳 ５９３ １，０８３ １９８ ３３３ ３９４ ７４９ ０ １ １ ０ ０．１６９ ０．０００ ０．０６０

５５～５９歳 ６６４ １，４１９ １６５ ３９７ ４９６ １，０２２ １ ０ ２ ０ ０．３０１ ０．０００ ０．０９６

６０～６４歳 １，３４７ ２，４０７ ２８８ ５３９ １，０５２ １，８６０ ４ ４ ３ ４ ０．２２３ ０．１６６ ０．１８６

６５～６９歳 ３，０９９ ３，６９５ ５６３ ８２３ ２，５１０ ２，８６６ １５ ３ １１ ３ ０．３５５ ０．０８１ ０．２０６

７０～７４歳 ４，２８２ ５，１８８ ７１６ ９９１ ３，５２２ ４，１７６ １２ ５ ３２ １６ ０．７４７ ０．３０８ ０．５０７

７５～７９歳 ２，５７１ ３，２０４ ４３６ ６３９ ２，１１１ ２，５５７ ９ ３ １５ ５ ０．５８３ ０．１５６ ０．３４６

８０歳以上 ２，４８１ ３，２９７ ３９８ ６２６ ２，０４８ ２，６５６ ８ ５ ２７ １０ １．０８８ ０．３０３ ０．６４０

計 １６，１３０ ２２，３００ ３，１８９ ５，１１９ １２，８００ １７，１２２ ５０ ２１ ９１ ３８ ０．５６４ ０．１７０ ０．３３６

合 計 ３８，４３０ ８，３０８ ２９，９２２ ７１ １２９ ０．３３６

２）検診機関別

年 齢

一次検診
受診者数
a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ４，２７７ ５，３８０ ６９８ １，００５ ３，５３０ ４，３５４ ２４ ９ ２５ １２ ０．５８５ ０．２２３ ０．３８３

診療所 １１，８５３ １６，９２０ ２，４９１ ４，１１４ ９，２７０ １２，７６８ ２６ １２ ６６ ２６ ０．５５７ ０．１５４ ０．３２０

計 １６，１３０ ２２，３００ ３，１８９ ５，１１９ １２，８００ １７，１２２ ５０ ２１ ９１ ３８ ０．５６４ ０．１７０ ０．３３６

合計 ３８，４３０ ８，３０８ ２９，９２２ ７１ １２９ ０．３３６

１１



３）令和２年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名
受診者数

組織診
実施者数

組織診
実施率
（％）

検 査 結 果 別 人 員

異 常
認めず

その他
の疾病

がん疑い がん 有所見者
が ん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ Ｊ＝Ｇ／Ｂ

鳥 取 市 １２，９６０ ３６８ ２．８ １，７２６ １１，１７８ １６ ４０ １１，２３４ ０．３０９ １０．９

米 子 市 １０，７１１ １７３ １．６ ２，１０１ ８，５６７ １５ ２８ ８，６１０ ０．２６１ １６．２

倉 吉 市 ２，７２７ ９８ ３．６ ７２２ １，９８２ １３ １０ ２，００５ ０．３６７ １０．２

境 港 市 ２，４３７ ４４ １．８ １，０８４ １，３３６ ２ １５ １，３５３ ０．６１６ ３４．１

岩 美 町 ５５７ １７ ３．１ ３８ ５１７ ０ ２ ５１９ ０．３５９ １１．８

八 頭 町 １，２７８ ４６ ３．６ ２２５ １，０４６ ０ ７ １，０５３ ０．５４８ １５．２

若 桜 町 ５５１ ２１ ３．８ １２９ ４２１ ０ １ ４２２ ０．１８１ ４．８

智 頭 町 ６２３ ２４ ３．９ ３９ ５８１ ０ ３ ５８４ ０．４８２ １２．５

湯梨浜町 １，０９６ ０ ０．０ ２８５ ７９７ ７ ７ ８１１ ０．６３９ ０．０

三 朝 町 ３４０ ０ ０．０ ３３６ １ １ ２ ４ ０．５８８ ０．０

北 栄 町 １，０７６ ３６ ３．３ ２７７ ７８９ ５ ５ ７９９ ０．４６５ １３．９

琴 浦 町 １，２２０ ６４ ５．２ ４３３ ７７７ ４ ６ ７８７ ０．４９２ ９．４

南 部 町 ９７３ ４７ ４．８ １２２ ８４４ ５ ２ ８５１ ０．２０６ ４．３

伯 耆 町 ７２４ ８ １．１ ７１ ６５２ ０ １ ６５３ ０．１３８ １２．５

日吉津村 １９３ １０ ５．２ ２０ １７３ ０ ０ １７３ ０．０００ ０．０

大 山 町 ４２２ ０ ０．０ ４２２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

日 南 町 ２３５ １４ ６．０ ５７ １７５ ３ ０ １７８ ０．０００ ０．０

日 野 町 ７５ ０ ０．０ ４４ ３１ ０ ０ ３１ ０．０００ ０．０

江 府 町 ２３２ ８ ３．４ １７７ ５５ ０ ０ ５５ ０．０００ ０．０

合 計 ３８，４３０ ９７８ ２．５ ８，３０８ ２９，９２２ ７１ １２９ ３０，１２２ ０．３３６ １３．２

東 部 １５，９６９ ４７６ ３．０ ２，１５７ １３，７４３ １６ ５３ １３，８１２ ０．３３２ １１．１

中 部 ６，４５９ １９８ ３．１ ２，０５３ ４，３４６ ３０ ３０ ４，４０６ ０．４６４ １５．２

西 部 １６，００２ ３０４ １．９ ４，０９８ １１，８３３ ２５ ４６ １１，９０４ ０．２８７ １５．１

１２



（４） 令和２年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名 対象者数

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果＋内視鏡検査結果
がん発見率
（％）Ｘ 線

受診者
内視鏡
受診者

計
受診率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

が ん
疑 い

が ん
有 所
見 者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ⅰ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５９，００３ ２，２５７ １２，９６０ １５，２１７ ２５．８ １，７４３ １１，２５３ １６ ４３ １１，３１２ ０．２８３

米 子 市 ４４，１１９ ５１１ １０，７１１ １１，２２２ ２５．４ ２，１０９ ８，５９６ １５ ２９ ８，６４０ ０．２５８

倉 吉 市 １７，１５０ ３７８ ２，７２７ ３，１０５ １８．１ ７２９ ２，００７ １３ １０ ２，０３０ ０．３２２

境 港 市 １１，２０６ ３１２ ２，４３７ ２，７４９ ２４．５ １，０９４ １，３４３ ２ １６ １，３６１ ０．５８２

岩 美 町 ４，５８２ ４６４ ５５７ １，０２１ ２２．３ ４２ ５３７ ０ ２ ５３９ ０．１９６

八 頭 町 ６，２３０ ７６１ １，２７８ ２，０３９ ３２．７ ２２８ １，０７２ ０ ７ １，０７９ ０．３４３

若 桜 町 １，５３９ ９７ ５５１ ６４８ ４２．１ １２９ ４２６ ０ １ ４２７ ０．１５４

智 頭 町 ３，０２７ １２５ ６２３ ７４８ ２４．７ ３９ ５８６ ０ ３ ５８９ ０．４０１

湯梨浜町 ５，６７６ ４２０ １，０９６ １，５１６ ２６．７ ２９２ ８１９ ７ ８ ８３４ ０．５２８

三 朝 町 ２，５７４ １７７ ３４０ ５１７ ２０．１ ３４３ １１ １ ２ １４ ０．３８７

北 栄 町 ５，５１６ ４０５ １，０７６ １，４８１ ２６．８ ２８７ ８０２ ５ ５ ８１２ ０．３３８

琴 浦 町 ６，７５１ ３８８ １，２２０ １，６０８ ２３．８ ４３８ ８０４ ４ ７ ８１５ ０．４３５

南 部 町 ４，０１１ １８５ ９７３ １，１５８ ２８．９ １２６ ８６２ ５ ２ ８６９ ０．１７３

伯 耆 町 ４，２５７ ２８１ ７２４ １，００５ ２３．６ ７７ ６７０ ０ ２ ６７２ ０．１９９

日吉津村 １，００８ １４５ １９３ ３３８ ３３．５ ２３ １８０ ０ ０ １８０ ０．０００

大 山 町 ６，９６７ ４２９ ４２２ ８５１ １２．２ ４３１ ３３ ０ １ ３４ ０．１１８

日 南 町 ２，５５１ ２００ ２３５ ４３５ １７．１ ６１ １８６ ３ ０ １８９ ０．０００

日 野 町 １，５５３ ９６ ７５ １７１ １１．０ ４４ ３３ ０ ０ ３３ ０．０００

江 府 町 １，４１２ １０７ ２３２ ３３９ ２４．０ １７９ ６０ ０ ０ ６０ ０．０００

合 計 １８９，１３２ ７，７３８ ３８，４３０ ４６，１６８ ２４．４ ８，４１４ ３０，２８０ ７１ １３８ ３０，４８９ ０．２９９

東 部 ７４，３８１ ３，７０４ １５，９６９ １９，６７３ ２６．４ ２，１８１ １３，８７４ １６ ５６ １３，９４６ ０．２８５

中 部 ３７，６６７ １，７６８ ６，４５９ ８，２２７ ２１．８ ２，０８９ ４，４４３ ３０ ３２ ４，５０５ ０．３８９

西 部 ７７，０８４ ２，２６６ １６，００２ １８，２６８ ２３．７ ４，１４４ １１，９６３ ２５ ５０ １２，０３８ ０．２７４
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表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計
男 １ ３ １６ ４４ ２６ ９０
女 ０ ０ ８ ２５ １０ ４３

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

Ⅰ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ５ ５％
Ⅰ＋Ⅱａ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２％
Ⅱａ ０ ０ ３ ０ ０ ２ １ ０ １３ １９ １８％

Ⅱａ＋Ⅱｂ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １％
Ⅱｂ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ２％
Ⅱｃ １ ０ ２４ ２ ０ １３ ０ ０ １８ ５８ ５５％

Ⅱｃ＋Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １％
Ⅱｂ＋Ⅱｃ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ３％
Ⅱａ＋Ⅱｃ ０ ０ ９ ０ ０ １ ０ １ ２ １３ １２％
不 明 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １％

計 ３ ０ ４４ ２ ０ １８ １ １ ３６ １０５

（５） 令和２年度胃がん検診発見患者確定調査結果について
表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

３ ０ ５２ ２ ０ ２４ ３ １ ４８
１３３０．０９２ ０．０００ ０．３２６ ０．１１５ ０．０００ ０．３７２ ０．１５４ ０．３１６ ０．３００

５５ ２６ ５２
０．２８０ ０．３１６ ０．２８５ ０．２８８

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

３ ０ ４４ ２ ０ １８ １ １ ３６
１０５

４７ ２０ ３８
８５．５ ７６．９ ７３．１ ７８．９

進 行 癌 数 ０ ０ ８ ０ ０ ６ ２ ０ １２ ２８
切 除 例 ２ ０ ２４ ０ ０ １２ １ １ １８ ５８
内視鏡切除例 １ ０ ２７ ２ ０ １２ １ ０ ２７ ７０
非 切 除 例 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ３ ５

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ４％
２ ０ ０ ５ ０ ０ ３ ０ ０ ６ １４ ５０％
３ ０ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ ３ ７ ２５％
４ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ５ １７％
５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ４％
計 ０ ０ ８ ０ ０ ６ ２ ０ １２ ２８
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表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

t１a ２ ０ ３６ １ ０ １４ １ ０ ２９ ８３
t１b １ ０ ７ １ ０ ４ ０ １ ７ ２１

t２ ０ ０ ４ ０ ０ ３ ０ ０ ２ ９

t３ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ５ ７

t４a ０ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ １ ５
t４b ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３

計 ３ ０ ５１ ２ ０ ２４ ２ １ ４５ １２８

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～ １０ １１ ～ ２０ 小計（％） ２１ ～ ５０ ５１ ～ 計 不 明

車 ０ ２ ２ ２９％ ４ １ ７ ０

施 ０ １ １ １００％ ０ ０ １ ０

内 ２７ ４４ ７１ ６２％ ２９ １５ １１５ ５

計 ２７ ４７ ７４ ６０％ ３３ １６ １２３ ５

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ０ １６

Ｍ ３ １ ４８

Ｌ ２ ０ ３３

全 体 ０ ０ ０

計 ６ １ ９７

不 明 ０ ０ １

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ３ ０ ３０

大 弯 ０ ０ １２

前 壁 ０ ０ ２３

後 壁 ３ １ ３２

全 周 ０ ０ ０

計 ６ １ ９７

不 明 ０ ０ １

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ０ ０ １０

Ｍ １ ０ ９

Ｌ １ ０ ６

Ｄ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０

計 ２ ０ ２５

不 明 ０ ０ １

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ０ ０ ８

大 弯 １ ０ ５

前 壁 ０ ０ ２

後 壁 ０ ０ ６

全 周 １ ０ ４

計 ２ ０ ２５

不 明 ０ ０ １
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表８ 発見胃癌の進行度

stage
東 部 中 部 西 部 計 計

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

Ｘ 線 内

ⅠＡ ２ ０ ４３ １ ０ １９ １ １ ３４ ４ １ ９６ ５ ７１．４３％ ９６ ７８．６９％

ⅠＢ １ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ３ １ ０ ５ １ １４．２９％ ５ ４．１０％

ⅡＡ ０ ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ ４ ０ ０ ８ ０ ０．００％ ８ ６．５６％

ⅡＢ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ２ １ １４．２９％ ２ １．６４％

ⅢＡ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ４ ０ ０ ５ ０ ０．００％ ５ ４．１０％

ⅢＢ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００％ ０ ０．００％

ⅢＣ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０．００％ ３ ２．４６％

Ⅳ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０．００％ ３ ２．４６％

計 ３ ０ ５１ １ ０ ２４ ２ １ ４７ ６ １ １２２ ７ １００％ １２２ １００％

不明 ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ １ ２ ０ ２ ２ ２
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

８，９０４
（２９．８％）

７３
（７２）

０．８２
（０．８１） ０．９６ ０．５２ ０．９０

施 設 検 診
（病院・診療所）

２０，９４７
（７０．２％）

４６１
（４５１）

２．２０
（２．１５） ２．３７ １．７０ ２．２１

計 ２９，８５１
（１００％）

５３４
（５２３）

１．７９
（１．７５） １．８４ １．１３ ２．０２

※要精検者数の（ ）は、判定不能の者のうち、再検が未実施者のを除く

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精検受診率
（％） がん

がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ６７ ９１．８ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００

施 設 検 診 ４００ ８６．８ ６ ０．０２９ ０．０２６ ０．０００ ０．０３８

計 ４６７ ８７．５ ６ ０．０２０ ０．０１６ ０．０００ ０．０３２

２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
令和２年度子宮頸部がん検診は対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労
働省が示す算式により算定した推計数）１２９，８９６人のうち、受診者数２９，８５１人、受診率２３．０％で、令
和元年度に比べ、受診率は１．９ポイント減であった。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数５９，０８７人、受診者数２４，０４０人、受診率４０．７％であった。
要精検者数は５３４人（判定不能で再検査未実施となった者を含む）、一次検査の結果判定不能で、再
検査の結果、判定不能だった者が１３人であった。要精検率は１．７９％で、令和元年度に比べ、要精検者
数が６８人、要精検率が０．３５ポイントそれぞれ増加した。
精検受診者数４６７人、精検受診率８７．５％で令和元年度に比べ２．５ポイント増加した。
精検の結果、がん６人、がん発見率（がん／受診者数）は０．０２％で、前年度と同率であった。陽性反応
適中度（がん／要精検者数）は１．１％であった。上皮内病変は１４４人（CIN３またはAIS ３７人、CIN２
２５人、CIN１ ７６人、CIN２か３区別不能６人）であった。
精検受診率は国の許容値７０％以上は上回るものの、目標値９０％以上には届いていない状況である。
また、要精検率は許容値を超え、がん発見率、陽性反応適中度、いずれも国の許容値に届いていない
状況である。
精密検査結果のうち、上皮内病変３０．８％を占めており、若年者層から多く見つかっている。
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〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 上皮内病変 がん がん発見率

東 部 ４，６００ ４４ ０．９６ ４０ ９０．９ １２ ０ ０．０００

中 部 ２，５２３ １３ ０．５２ １３ １００．０ ３ ０ ０．０００

西 部 １，７８１ １６ ０．９０ １４ ８７．５ ３ ０ ０．０００

計 ８，９０４ ７３ ０．８２ ６７ ９１．８ １８ ０ ０．０００

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 上皮内病変 がん がん発見率

東 部 ７，５５１ １７９ ２．３７ １６３ ９１．１ ５９ ２ ０．０２６

中 部 ２，７６５ ４７ １．７０ ３８ ８０．９ １２ ０ ０．０００

西 部 １０，６３１ ２３５ ２．２１ １９９ ８４．７ ５５ ４ ０．０３８

計 ２０，９４７ ４６１ ２．２０ ４００ ８６．８ １２６ ６ ０．０２９

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者２９，８５１人中、体部がん検診対象者数は１，２３１人、一次検診会場での受診者は

１，０４０人であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は１２６人、受診者の合計は
１，１６６人、受診率は９４．７％であった。
一次検診の結果、要精検となった者２６人、要精検率２．５％、精密検査受診者数は２３人で、精密検査
受診率８８．５％であった。精検の結果、子宮体部がんが４人発見され、がん発見率は０．３８％であった。
陽性反応適中度１５．４％であった。子宮内膜増殖症は６件であった。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌
令和２年度は子宮頸部癌６例で、ⅠＡ期１例、ⅠＢ期以上が５例であった。治療対象のCIN３また
はAISは４２例であった。CIN１、２または腺異形成１０３例であった。令和元年度に比べ、CIN３または
AISは４例減少した。なお、ⅠＢ期以上５例の検診歴は、前年受診０例、３年以上前の受診２例で
あった。
２）子宮体部癌
子宮体部癌は４例、子宮内膜増殖症７例であった。

４．その他
１）令和２年度妊婦健康診査における子宮頸部がん検診受診状況について
令和２年度実績は、妊婦健康診査受診者３，６６７人中、子宮頸部がん検診受診者数３，６２０人、受診率

９８．７％で、要精検者数１１７人、要精検率３．２％、精検受診者数１００人、精検受診率８５．５％で精検結果は
がんが２人（２５～２９歳１人、３５～３９歳１人）発見された。
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受診率・精検受診率の推移
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要精検率・子宮がん発見率の推移

子宮がん発見率 確定がん率要精検率
H29H28H27 R2R1H30

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数、受診率等の推移
区 分 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １３５，４８５ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６
受 診 者 数（人） Ｂ ３２，６００ ３１，４４７ ３２，１３８ ３２，４５５ ３２，３１８ ２９，８５１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２４．１ ２４．２ ２４．７ ２５．０ ２４．９ ２３．０

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ３２，２７５ ３１，２０６ ３１，８０７ ３１，９０６ ３１，８５２ ２９，３１７
要 精 検 者 数（人） Ｅ ３２５ ２４１ ３３１ ５４９ ４６６ ５３４
判 定 不 能（人） Ｆ ２３ １９ ３６ ４５ １４ １３
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．００ ０．７７ １．０３ １．６９ １．４４ １．７９指標：許容値１．４％以下

精 密 検 査 精検受診者数（人） Ｈ ２６２ １８５ ２５７ ４３０ ３９６ ４６７
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８６．８ ８３．３ ８７．１ ７８．３ ８５．０ ８７．５指標：目標値９０％以上

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ １４（１４６） ９（９０） １０（１３０） ９（１８９） ６（１２７） ６（１４４）
子 宮 が ん 発 見 率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０４ ０．０３ ０．０３ ０．０３ ０．０２ ０．０２指標：許容値０．０５％以上
陽 性 反 応 適 中 度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ４．６ ４．１ ３．４ １．６ １．３ １．１指標：許容値４．０％以上

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｍ １４ ９ ３ ５ ５ ６
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０４ ０．０３ ０．０１ ０．０２ ０．０２ ０．０２

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、平成２９年度までは異形成の者、平成３０年度からは上皮内病変の者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ 対象者数について、平成２０年度報告から、２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚労省が示す算定式により算出した推計数を計上
＊６ 要精検者数について、平成２２年度報告から、一次検診で判定不能の者のうち、再検が未実施の者も含んだ数を計上

（２） 令和２年度子宮頸部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数 一次検診

受診者数
受診率
（％）

経年受診者数
再掲

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

判定不能ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ３，７０５ ５７３ １５．５ １５２ ３１ ０ ５４２ ５．４１
２５～２９歳 ２，９６３ １，１６０ ３９．１ ５９２ ６１ ０ １，０９９ ５．２６
３０～３４歳 ３，７３５ ２，０１２ ５３．９ １，２２４ ８９ ０ １，９２３ ４．４２
３５～３９歳 ４，０２４ ２，５１０ ６２．４ １，８３９ ８８ １ ２，４２２ ３．５１
４０～４４歳 ３，９５０ ３，１９５ ８０．９ ２，３９７ ８５ １ ３，１１０ ２．６６
４５～４９歳 ３，４００ ３，０７５ ９０．４ ２，３７８ ８２ ３ ２，９９３ ２．６７
５０～５４歳 ３，８６８ ２，５０１ ６４．７ ２，０１３ ４２ ３ ２，４５９ １．６８
５５～５９歳 ５，７６７ ２，４９８ ４３．３ ２，０７１ ２５ ２ ２，４７３ １．００
６０～６４歳 １１，１６１ ３，１７４ ２８．４ ２，６５３ １２ １ ３，１６２ ０．３８
６５～６９歳 １６，５１４ ３，３４２ ２０．２ ２，９７１ ６ １ ３，３３６ ０．１８
７０～７４歳 １５，３４４ ３，４７７ ２２．７ ３，１８２ ３ ０ ３，４７４ ０．０９
７５～７９歳 １６，００２ １，４６７ ９．２ １，３４４ ７ ０ １，４６０ ０．４８
８０歳以上 ３９，４６３ ８６７ ２．２ ７６３ ３ １ ８６４ ０．３５
計 １２９，８９６ ２９，８５１ ２３．０ ２３，５７９ ５３４ １３ ２９，３１７ １．７９
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精密検査結果（受診者数＝467人）

がん疑い又は
未確定　5.1％

CIN2か３区別できない
1.3％

CIN1　16.3％

上皮内病変
31.0％

CIN3　7.1％
AIS　0.9％

CIN2　5.4％

がん　1.3％

その他疾患
（転移含）
22.5％

異常なし
40.3％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密
検査
受診
者数

精 密
検 査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮
が ん
発見率
（％）

陽 性
反 応
適中度
（％）

異 常
認めず

子宮
がん

上皮内病変 その他
未受診 未把握うち微小

浸潤がん
CIN３
又はAIS CIN２ CIN１

腺異
形成

がん 疑 い
又は未確定

その他
疾 患

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｋ＝ｈ／ｄ
２０～２４歳 ２７ ８７．１ ９ ０ ０ ０ １ ８ ０ １ ８ １ ３ ０．０００ ０．０
２５～２９歳 ５９ ９６．７ ２７ ０ ０ ３ ２ １２ １ ３ １１ １ ２ ０．０００ ０．０
３０～３４歳 ８０ ８９．９ ２９ ０ ０ ９ ６ １６ ２ ２ １６ ５ ３ ０．０００ ０．０
３５～３９歳 ７９ ８９．８ ３０ ２ ０ ９ ６ １２ ３ ２ １５ ５ ４ ０．０８０ ２．３
４０～４４歳 ７７ ９０．６ ３３ ０ ０ ６ ５ １１ ０ ５ １７ ３ ５ ０．０００ ０．０
４５～４９歳 ６７ ８１．７ ３０ ２ ０ ４ ４ ７ ０ ３ １７ ４ ５ ０．０６５ ２．４
５０～５４歳 ３４ ８１．０ １５ ０ ０ ２ １ ５ ０ ３ ８ ３ ３ ０．０００ ０．０
５５～５９歳 １９ ７６．０ ６ ０ ０ ２ ０ １ ０ ２ ８ ０ １ ０．０００ ０．０
６０～６４歳 １０ ８３．３ ２ １ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０ １ ０．０３２ ８．３
６５～６９歳 ５ ８３．３ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０．０３０ １６．７
７０～７４歳 ２ ６６．７ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．０
７５～７９歳 ６ ８５．７ ２ ０ ０ ２ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
８０歳以上 ２ ６６．７ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
計 ４６７ ８７．５ １８８ ６ ０ ３７ ２５ ７６ ６ ２４ １０５ ２２ ２８ ０．０２０ １．１

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一 次 検 診 機 関
一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

判 定 不 能a′ b′ c′＝b′／a′
保 健 事 業 団 ８，６６８ ６５ ０ ８，６０３ ０．７５
中国労働衛生協会 ２３６ ８ １ ２２８ ３．３９
病 院 ６，５９９ ５３ ３ ６，５４６ ０．８０
診 療 所 １４，３４８ ４０８ ９ １３，９４０ ２．８４

計 ２９，８５１ ５３４ １３ ２９，３１７ １．７９

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密
検査
受診
者数

精 密
検 査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮
が ん
発見率
（％）

陽 性
反 応
適中度
（％）

異 常
認めず

子宮
がん

上皮内病変 その他
未受診 未把握うち微小

浸潤がん
CIN３
又はAIS CIN２ CIN１

腺異
形成

がん 疑 い
又は未確定

その他
疾 患

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′h′＝f′／b′
保健事業団 ６０ ９２．３ ２２ ０ ０ ５ ４ ５ １ ７ １６ １ ０ ０．０００ ０．０
中国労働衛生協会 ７ ８７．５ ２ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ２ ０ ０ ０．０００ ０．０
病 院 ４１ ７７．４ １８ ０ ０ ６ ２ ４ ０ ２ ９ ３ ４ ０．０００ ０．０
診 療 所 ３５９ ８８．０ １４６ ６ ０ ２５ １８ ６６ ５ １５ ７８ １８ ２４ ０．０４２ １．５

計 ４６７ ８７．５ １８８ ６ ０ ３７ ２５ ７６ ６ ２４ １０５ ２２ ２８ ０．０２０ １．１
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１８

０．
００
０

０．
０

境
港
市

７，
７３
４

３１
０

１，
５３
７

１，
８４
７

２３
．９

７
３１

３８
２．
０６

３３
８６
．８

１４
１４

５
２

３
１９

０．
１０
８

５．
３

岩
美
町

２，
９１
１

５０
４

２２
９

７３
３

２５
．２

７
５

１２
１．
６４

１１
９１
．７

１
６

４
０

４
１０

０．
００
０

０．
０

八
頭
町

３，
９６
０

８７
６

３４
５

１，
２２
１

３０
．８

１
１４

１５
１．
２３

１２
８０
．０

４
３

５
０

５
８

０．
００
０

０．
０

若
桜
町

９４
１

２３
５

５２
２８
７

３０
．５

１
１

２
０．
７０

２
１０
０．
０

１
１

０
０

０
１

０．
００
０

０．
０

智
頭
町

１，
９１
６

１８
６

２５
５

４４
１

２３
．０

１
５

６
１．
３６

６
１０
０．
０

３
０

３
０

３
３

０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

３，
６６
０

５６
３

４８
５

１，
０４
８

２８
．６

２
７

９
０．
８６

７
７７
．８

４
２

１
０

１
３

０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
６３
６

１７
７

１２
５

３０
２

１８
．５

２
０

２
０．
６６

２
１０
０．
０

２
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
５４
８

６９
７

４３
５

１，
１３
２

３１
．９

４
１０

１４
１．
２４

１３
９２
．９

４
５

４
０

４
９

０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

４，
３２
１

６６
８

３１
８

９８
６

２２
．８

３
６

９
０．
９１

６
６６
．７

１
３

２
０

２
５

０．
００
０

０．
０

南
部
町

２，
５８
５

２０
５

４９
０

６９
５

２６
．９

０
１３

１３
１．
８７

１０
７６
．９

７
１

２
０

２
３

０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

２，
７７
１

３５
５

３２
２

６７
７

２４
．４

３
２

５
０．
７４

４
８０
．０

３
１

０
０

０
１

０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

７２
４

５２
２７
４

３２
６

４５
．０

１
２

３
０．
９２

２
６６
．７

１
１

０
０

０
１

０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
３９
５

４３
７

４２
９

８６
６

１９
．７

４
１１

１５
１．
７３

１１
７３
．３

３
３

５
０

５
８

０．
００
０

０．
０

日
南
町

１，
５６
７

１７
０

５５
２２
５

１４
．４

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

日
野
町

９８
９

１８
１

１１
１９
２

１９
．４

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

江
府
町

９０
０

０
２０
５

２０
５

２２
．８

０
３

３
１．
４６

２
６６
．７

０
０

２
０

２
２

０．
００
０

０．
０

合
計
１２
９，
８９
６
８，
９０
４

２０
，９
４７

２９
，８
５１

２３
．０

７３
４６
１

５３
４

１．
７９

４６
７

８７
．５

１８
８

１２
９

１５
０

６
１４
４

２７
９

０．
０２
０

１．
１

東
部

５１
，３
１６

４，
６０
０

７，
５５
１

１２
，１
５１

２３
．７

４４
１７
９

２２
３

１．
８４

２０
３

９１
．０

８５
４５

７３
２

７１
１１
８

０．
０１
６

０．
９

中
部

２４
，６
９７

２，
５２
３

２，
７６
５

５，
２８
８

２１
．４

１３
４７

６０
１．
１３

５１
８５
．０

１６
２０

１５
０

１５
３５

０．
００
０

０．
０

西
部

５３
，８
８３

１，
７８
１

１０
，６
３１

１２
，４
１２

２３
．０

１６
２３
５

２５
１

２．
０２

２１
３

８４
．９

８７
６４

６２
４

５８
１２
６

０．
０３
２

１．
６

※
１
令
和
元
年
度
か
ら
上
皮
内
病
変
に
は
「
A
IS
」「
CI
N３
」「
CI
N２
」「
CI
N１
」
及
び
「
CI
N２
又
は
３
の
い
ず
れ
か
で
区
別
で
き
な
い
者
（
H
SI
L）
」
の
合
計
を
計
上

※
２
平
成
３０
年
度
か
ら
「
そ
の
他
疾
病
等
」
に
は
「
子
宮
頸
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
者
又
は
未
確
定
」
及
び
「
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
CI
N（
異
形
成
等
）
以
外
の
疾
患
で
あ
っ
た
者
（
転
移
性
の
子
宮
頚
が
ん
を
含
む
）」
を
計
上
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受診率・精検受診率の推移

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業）
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要精検率・子宮がん発見率の推移

H28 R1 R2H30H29H27
子宮がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

（３） 子宮体部がん検診の受診者数、受診率等の推移

区 分
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ８９６ ８９６ ８２３ ８２３ １，０５７ １，０５７
受 診 者 数（人） Ｂ ８０６ １５ ８２１ ７４８ ７ ７５５ ８７４ ２１ ８９５
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ９０．０ ９１．６ ９０．９ ９１．７ ８２．７ ８４．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ７８２ ７２６ ８４５
要 精 検 者 数（人） Ｅ ２３ １６ １６
判 定 不 能（人） Ｆ １ ６ １３
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ２．８５ ２．１４ １．８３

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ １９ ９ １４
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８２．６ ５６．３ ８７．５

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ６（２） ２（４） ８（６） １（１） ０（２） １（３） ３（１） ３（０） ６（１）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．７４ １３．３３ ０．９７ ０．１３ ０．００ ０．１３ ０．３４ １４．２９ ０．６７
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ２６．１ ６．２５ １８．８

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） ６ ２ ８ ０ ０ ０ ３ ３ ６
確 定 が ん 率（％） ０．９７ ０．００ ０．６７

区 分
平成３０年度 令和元年度 令和２年度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １，１９７ １，１９７ １，４７６ １，４７６ １，２３１ １，２３１
受 診 者 数（人） Ｂ ９６４ １５７ １，１２１ １，０３１ １６３ １，１９４ １，０４０ １２６ １，１６６
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８０．５ ９３．７ ６９．９ ８０．９ ８４．５ ９４．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ９１９ １，０００ １，００６
要 精 検 者 数（人） Ｅ ３２ ２４ ２６
判 定 不 能（人） Ｆ １３ ７ ８
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ３．３２ ２．３３ ２．５０

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ２４ １９ ２３
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ７５．０ ７９．２ ８８．５

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ４（２） ０（１） ４（３） ３（２） ３（１） ６（３） ４（６） ０（０） ４（６）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．４１ ０．００ ０．３６ ０．２９ １．８４ ０．５０ ０．３８ ０．００ ０．３４
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ １２．５ １２．５ １５．４

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） ４ ０ ４ ３ ３ ６ ４ ０ ４
確 定 が ん 率（％） ０．３６ ０．５０ ０．３４

※１ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部
がん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※２ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※３ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※４ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

２２



（４）令和２年度子宮体部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
子宮がん検
診受診者数

体部がん検
診対象者数

対象率
（％）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検 異常認めず 判定不能

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｄ
２０～２４歳 ５７３ ６ １．０５ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０．００
２５～２９歳 １，１６０ １１ ０．９５ ７ ６３．６ ０ ７ ０ ０．００
３０～３４歳 ２，０１２ ６５ ３．２３ ５４ ８３．１ ０ ５３ １ ０．００
３５～３９歳 ２，５１０ ８４ ３．３５ ６３ ７５．０ ０ ６３ ０ ０．００
４０～４４歳 ３，１９５ １７３ ５．４１ １４１ ８１．５ ２ １３９ ０ １．４２
４５～４９歳 ３，０７５ ２７９ ９．０７ ２３８ ８５．３ ９ ２２９ ０ ３．７８
５０～５４歳 ２，５０１ ２３１ ９．２４ ２０４ ８８．３ ７ １９６ １ ３．４３
５５～５９歳 ２，４９８ １２８ ５．１２ １１１ ８６．７ ２ １０７ ２ １．８０
６０～６４歳 ３，１７４ ７６ ２．３９ ６３ ８２．９ ２ ５９ ２ ３．１７
６５～６９歳 ３，３４２ ７１ ２．１２ ６１ ８５．９ ２ ５９ ０ ３．２８
７０～７４歳 ３，４７７ ６５ １．８７ ５９ ９０．８ １ ５８ ０ １．６９
７５～７９歳 １，４６７ ２８ １．９１ ２７ ９６．４ １ ２４ ２ ３．７０
８０歳以上 ８６７ １４ １．６１ １２ ８５．７ ０ １２ ０ ０．００
計 ２９，８５１ １，２３１ ４．１２ １，０４０ ８４．５ ２６ １，００６ ８ ２．５０

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増

殖症 子宮がん
ｈ ｉ＝ｈ／ｆ ｊ ｋ＝ｊ／ｄ ｌ＝ｊ／ｆ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３０～３４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４０～４４歳 ２ １００．０ １ ０ １ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 ９ １００．０ ７ ０ ２ ０ ０．００ ０．０
５０～５４歳 ５ ７１．４ ４ ０ １ ０ ０．００ ０．０
５５～５９歳 ２ １００．０ ０ ０ １ １ ０．９０ ５０．０
６０～６４歳 ２ １００．０ ０ ０ １ １ １．５９ ５０．０
６５～６９歳 １ ５０．０ ０ ０ ０ １ １．６４ ５０．０
７０～７４歳 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０
７５～７９歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ３．７０ １００．０
８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ２３ ８８．５ １２ １ ６ ４ ０．３８ １５．４

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診しなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検診
受診者数

精 密 検 査 結 果 子宮がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮がん

２０～２４歳 １ １ ０ ０ ０ ０．００
２５～２９歳 ２ ２ ０ ０ ０ ０．００
３０～３４歳 ８ ８ ０ ０ ０ ０．００
３５～３９歳 １４ １４ ０ ０ ０ ０．００
４０～４４歳 １４ １４ ０ ０ ０ ０．００
４５～４９歳 ３０ ３０ ０ ０ ０ ０．００
５０～５４歳 １８ １８ ０ ０ ０ ０．００
５５～５９歳 １４ １４ ０ ０ ０ ０．００
６０～６４歳 １２ １２ ０ ０ ０ ０．００
６５～６９歳 ７ ６ １ ０ ０ ０．００
７０～７４歳 ５ ５ ０ ０ ０ ０．００
７５～７９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
８０歳以上 １ １ ０ ０ ０ ０．００
計 １２６ １２５ １ ０ ０ ０．００

２３
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Ｃ
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＋
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／Ａ
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Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
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／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
＝
Ｏ
＋
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１
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１
４

０．
７８

３３
．３
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市
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０．
０

八
頭
町

２３
０

１７
１７

７３
．９

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

若
桜
町

２
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

智
頭
町

４
０

４
４

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
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（５） 令和２年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果
表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

令和元年度 令和２年度 令和元年度 令和２年度

CIN１、２または腺異形成 １３ ９ ６５ ９４

CIN ３ ま た は AIS ８ ５ ３８ ３７

頚 癌 Ⅰ Ａ 期 １ ０ １ １

頚 癌 Ⅰ Ｂ 期 以 上 ０ １ ４ ４

合 計 ２１ １５ １０４ １３６

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 令和元年度 令和２年度

内 膜 増 殖 症 ３ ７

体 癌 Ⅰ Ａ 期 ４ １

体癌ⅠＢ期以上 ３ ３

合 計 １０ １１

表３ 発見子宮がん症例（ⅠＢ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ０ ０

２ 年 間 隔 １ ０ １

３年以上の間隔 ０ ２ ２

初 回 受 診 ０ ３ ３

表４ 治療機関

CIN３またはAIS 頚癌ⅠＡ期 頚癌ⅠＢ期以上 計

鳥取大学医学部附属病院 １４ ０ ４ １８

鳥 取 県 立 中 央 １４ １ ０ １５

鳥取県立厚生病院 ３ ０ ０ ３

博 愛 病 院 ３ ０ ０ ３

鳥 取 市 立 病 院 ２ ０ １ ２

鳥 取 赤 十 字 病 院 １ ０ ０ １

山 陰 労 災 病 院 １ ０ ０ １

み や も と 医 院 ３ ０ ０ ３

彦 名 ク リ ニ ッ ク １ ０ ０ １

ミ オ ク リ ニ ッ ク １ ０ ０ １

県 外 な ど ０ ０ ０ ０

計 ４３ １ ５ ４８

２５



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
令和２年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ
り算定した推計数）１８９，１３２人のうち、受診者数４９，７３３人、受診率２６．３％で令和元年度に比べ２．６ポイ
ント減であった。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数７６，８１４人、受診者数２１，３６４人、受診率２７．８％であった。
要精検者は１，８５０人、要精検率３．７２％で前年度より２７３人（０．１６ポイント）減少した。精密検査受診
者は１，６６４人、精検受診率８９．９％で前年度より１．０ポイント増であった。要精検率は国の指標（許容値）
である３．０％以下を上回っているが、前年度より減少した。精検受診率は国の目標値９０％と同等で、
原発性肺がん３２人、肺がん疑い６８人の計１００人が発見された。肺がん発見率は０．０６％で、国の指標（許
容値）０．０３％以上より高率であったが、前年度より６人（０．０１ポイント）減少した。また、陽性反応
的中度は１．７％であり、国の指標（許容値）１．３％を上回り、前年度より０．１ポイント減少した。令和
２年度の結果から、鳥取県においても新型コロナウイルス感染症の感染拡大による肺がん検診の受診
控えがあったものと考えられる。また要精検率は許容値を上回るものの、陽性反応的中度は高く、引
き続き多くの肺がんが発見されており、精度管理も良好と考えられた。
施設検診と車検診を比較すると、要精検率は施設検診４．０６％、車検診３．１４％であり、施設検診の方
が０．９２ポイント高い傾向にあった。要精検率については地域差があり、継続して精度管理には注意を
払う必要がある。
Ｘ線受診者総数４９，７３３人のうち経年受診者は３１，５４７人、経年受診率６３．４％である。
喀痰検査の対象となる高危険群所属者は６，２２０人（１２．５％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は

１，８９０人で、Ｘ線検査受診者の３．８％、要精検者は５人で、うちがんが２人発見され、がん発見率
０．１０６％であった。
経年と非経年受診者、高危険群と非高危険群所属者のがん発見率の比較では、経年受診者のがん発
見率は０．０６３％で、非経年受診者のがん発見率０．０６６％で、ほぼ同率であった。また、高危険群所属者
６，２２０人のうちがんが１０人発見され、がん発見率０．１６１％、非高危険群所属者４３，５１３人のうちがんが２２
人発見され、がん発見率０．０５１％で、高危険群所属者の方が３．１８倍高かった。

２６



〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ６，８９７ １４０ ２．０３ １２１ ８６．４ ８ ２ ０．０２９

中 部 ５，１０６ １８６ ３．６４ １６２ ８７．１ １５ ３ ０．０５９

西 部 ６，４６３ ２５４ ３．９３ ２１９ ８６．２ ５ １ ０．０１５

計 １８，４６６ ５８０ ３．１４ ５０２ ８６．６ ２８ ６ ０．０３２

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １６，６９６ ５９０ ３．５３ ５４７ ９２．７ ２６ １５ ０．０９０

中 部 ４，４８９ ２０１ ４．４８ １７９ ８９．１ ９ ２ ０．０４５

西 部 １０，０８２ ４７９ ４．７５ ４３６ ９１．０ ５ ９ ０．０８９

計 ３１，２６７ １，２７０ ４．０６ １，１６２ ９１．５ ４０ ２６ ０．０８３

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１８，４６６
（３７．１％） ５８０ ３．１４ ２．０３ ３．６４ ３．９３

施 設 検 診
（病 院 ・ 診 療 所）

３１，２６７
（６２．９％） １，２７０ ４．０６ ３．５３ ４．４８ ４．７５

計 ４９，７３３
（１００％） １，８５０ ３．７２ ３．０９ ４．０３ ４．４３

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ５０２ ８６．６ ６ ０．０３２ ０．０２９ ０．０５９ ０．０１５

施 設 検 診 １，１６２ ９１．５ ２６ ０．０８３ ０．０９０ ０．０４５ ０．０８９

計 １，６６４ ８９．９ ３２ ０．０６４ ０．０７２ ０．０５２ ０．０６０

〈経年受診者の状況〉
※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 経年受診者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ３０ ２２，１９７ ３２，８５３ ５５，０５０ １６，３４３ （７３．６％） ２４，３２３ （７４．０％） ４０，６６６ （７３．９％）

Ｒ１ ２２，１５０ ３２，５２１ ５４，６７１ １５，６１２ （７０．５％） ２３，２４４ （７１．５％） ３８，８５６ （７１．１％）

Ｒ２ ２０，３４２ ２９，３９１ ４９，７３３ １２，７５９ （６２．７％） １８，７８８ （６３．９％） ３１，５４７ （６３．４％）

２７



〈高危険群所属者の状況〉
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当する者

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 高危険群所属者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｈ３０ ２２，１９７ ３２，８５３ ５５，０５０ ６，６６４ （３０．０％） ３６２ （１．１％） ７，０２６ （１２．８％）

Ｒ１ ２２，１５０ ３２，５２１ ５４，６７１ ６，０９３ （２７．５％） ３０２ （０．９％） ６，３９５ （１１．７％）

Ｒ２ ２０，３４２ ２９，３９１ ４９，７３３ ５，６５８ （２７．８％） ５６２ （１．９％） ６，２２０ （１２．５％）

（２） がん発見率の推移

年度
高危険群所属者 非高危険群所属者 発見率倍率

（高危険／非高危険）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ３０ ７，０２６ ４ ０．０５７ ４８，０２４ ２７ ０．０５６ １．０１

Ｒ１ ６，３９５ ７ ０．１０９ ４８，２７６ ３１ ０．０６４ １．７０

Ｒ２ ６，２２０ １０ ０．１６１ ４３，５１３ ２２ ０．０５１ ３．１８

（２） がん発見率の推移

年 度
経 年 受 診 者 非 経 年 受 診 者 発見率倍率

（非経年／経年）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ３０ ４０，６６６ １６ ０．０３９ １４，３８４ １５ ０．１０４ ２．６５

Ｒ１ ３８，８５６ １９ ０．０４９ １５，８１５ １９ ０．１２０ ２．４６

Ｒ２ ３１，５４７ ２０ ０．０６３ １８，１８６ １２ ０．０６６ １．０４

〈喀痰細胞診の実施状況〉
※喀痰細胞診対象者＝Ｘ線検査受診者における高危険群所属者
（１） 結果の推移

年度
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰検査受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 がん がん発見率

Ｈ３０ ７，０２６ ２，１６２ ７ ０．３２ ７ ２ ０．０９３

Ｒ１ ６，３９５ １，８２８ １ ０．０５ ０ ０ ０．０００

Ｒ２ ６，２２０ １，８９０ ５ ０．２６ ４ ２ ０．１０６

〈発見がん患者の状況〉
（１） 要精検カテゴリー別患者数（人）

年 度 全 体 Ｘ線のみ要精検 喀痰のみ要精検 ともに要精検

Ｈ３０ ３１ ２９ １ １

Ｒ１ ３８ ３８ ０ ０

Ｒ２ ３２ ３０ １ １

２８



２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
昭和６２年度から令和２年度までに発見された肺がん又は肺がん疑いについて予後調査した結果、肺
がん確定診断１，６８５例、内訳は原発性肺癌１，５２６例、転移性肺腫瘍１５９例であった。
令和２年度については、以下のとおりであった。

（１） 原発性肺癌５５例、転移性肺腫瘍４例、合計５９例の肺がん確定診断を得た。
（２） 発見された原発性肺癌は５３例（９６．４％）が胸部Ｘ線で発見され、胸部Ⅹ線と喀痰細胞診で２例
（３．６％）発見された。

（３） 対人口１０万人あたりの原発性肺癌発見者は１１１人と前年同様高い。
（４） 原発性肺癌の平均年齢は７４．３歳、男性３８例、女性は１７例、臨床病期はⅠＡ期２５例（４５．５％）、Ⅰ
期３３例（６０．０％）となっている。組織型は、腺癌は３１例（５６．４％）であった。

（５） 手術症例の割合は３３例（６０．０％）、術後病期Ⅰ期の肺癌は２４例（７２．７％）であった。腺癌が２６例
（７８．８％）で圧倒的に多かった。

（６） 腫瘍径は平成３０年度より第８版となり充実成分径で計測するようになったため、平均２７．７㎜で
あった。最高は８０㎜だった。

（７） 転移性肺腫瘍は４例あり、胃癌１例、腎臓癌１例、乳癌１例、甲状腺癌１例であった。
（８） 原発性肺癌確定者の施設検診と車検診の比較では、施設検診受診者数が圧倒的に多かった。ま
た、要精検者率が車検診３．１４％、施設検診４．０６％であり、施設検診の要精検率が高い。

（９） 東部地区の施設検診受診者のうち２４例が確定癌となっている。東部地区の施設検診での発見癌
の病期について、解析してほしい。癌が発見された時には、進行癌で見つかってしまっていないか、
など、結果的には肺癌死亡が増えてしまうことのないように、推移を注視していくべきとの意見が
あった。

（１０） 個人票の様式は、第７版、第８版、それぞれ記入するようになっている。第８版に改定されて
からしばらく経っているため、第８版のみを記載するよう様式の変更を検討していく。
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受診率・精検受診率の推移
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要精検率・肺がん発見率の推移

H27 H29H28 R1 R2H30
肺がん発見率要精検率 確定がん率

（１） 肺がん検診の受診者数、受診率等の推移

区 分 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２

受 診 者 数（人） Ｂ ５５，０４５ ５４，６７９ ５４，７７６ ５５，０５０ ５４，６７１ ４９，７３３

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２８．９ ２８．９ ２９．０ ２９．１ ２８．９ ２６．３

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５２，９５３ ５２，８１５ ５２，８６７ ５３，０３２ ５２，５４９ ４７，８８６

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２，０９２ １，８６４ １，９０９ ２，０２３ ２，１２３ １，８５０

指標：許容値３．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ３．８０ ３．４１ ３．４９ ３．６７ ３．８８ ３．７２

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，８７７ １，６８０ １，７０９ １，８３９ １，８８７ １，６６４

指標：目標値９０％以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８９．７ ９０．１ ８９．５ ９０．９ ８８．９ ８９．９

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ３４（７８） ４０（５２） ２８（９４） ３１（１１５） ４６（１０４） ４２（６８）

上記のうち原発性肺がんの数 Ｊ ３３ ３７ ２７ ３１ ３８ ３２

指標：許容値０．０３％以上
肺がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０６ ０．０７ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０６

指標：許容値１．３％以上
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ １．６ ２．０ １．４ １．５ １．８ １．７

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ４８ ５０ ５３ ５２ ６３ ５９

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｎ ４７ ４６ ５０ ４９ ５９ ５５

確 定 が ん 率（％）Ｏ＝Ｎ／Ｂ ０．０９ ０．０９ ０．１０ ０．０９ ０．１２ ０．１２

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出
＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上
＊５ 要精密検査者数（E）、精検受診者数（G）、肺がんの者（I）、確定がん数（L）については、Ｅ判定者数を計上

３０



（２） 令和２年度肺がん検診結果
１）一次検診（年齢階級別）
ａ．Ｘ線検査結果

年 齢
対象者数

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

一次検診
受診者数

受診率（％）
経年受診者数
再掲※

経年受診者
割合
（％）

要精検者数 要精検率（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ６６０ １，２３３ ２４．４ ３１．２ ２８．５ ２１９ ４３１ ３３．２ ３５．０ １５ １９ ２．２７ １．５４ １．８０

４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ６３０ １，１３６ ２６．３ ３３．４ ３０．５ ３０４ ５４９ ４８．３ ４８．３ １９ １８ ３．０２ １．５８ ２．１０

５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ６１６ １，１２８ ２４．７ ２９．２ ２７．４ ３１６ ６０５ ５１．３ ５３．６ １８ ２１ ２．９２ １．８６ ２．２４

５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ６９８ １，４２４ ２０．２ ２４．７ ２３．０ ３８１ ８１１ ５４．６ ５７．０ ２１ ２９ ３．０１ ２．０４ ２．３６

６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ １，６１１ ３，０２０ ２０．７ ２７．１ ２４．４ ８８２ １，８１７ ５４．７ ６０．２ ５０ ８６ ３．１０ ２．８５ ２．９４

６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ３，９９３ ５，２１５ ３０．０ ３１．６ ３０．９ ２，４４５ ３，４５５ ６１．２ ６６．３ １４９ １７１ ３．７３ ３．２８ ３．４８

７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ５，６６４ ７，１１６ ４７．４ ４６．４ ４６．８ ３，９３６ ５，０３６ ６９．５ ７０．８ ２５８ ２３４ ４．５６ ３．２９ ３．８５

７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３，１１０ ４，１２７ ２８．２ ２５．８ ２６．８ ２，０９８ ２，８８１ ６７．５ ６９．８ １５２ １６３ ４．８９ ３．９５ ４．３５

８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３，３６０ ４，９９２ １８．２ １２．６ １４．４ ２，１７８ ３，２０３ ６４．８ ６４．２ １９８ ２２６ ５．８９ ４．５３ ５．０８

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ２０，３４２ ２９，３９１ ２７．６ ２５．５ ２６．３ １２，７５９ １８，７８８ ６２．７ ６３．９ ８８０ ９６７ ４．３３ ３．２９ ３．７１

合計 １８９，１３２ ４９，７３３ ２６．３ ３１，５４７ ６３．４ １，８４７ ３．７１

※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者 ※

喀痰容器
提出者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・
喀 痰
細胞診
ともに
要精検

一次検診総合結果

要精検
者 数

精検不要
要精検率
（％）

要精検者数 要精検率（％）

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ ｋ ｌ＝ｆ＋ｉ－ｋ ｍ＝ｌ／ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２ １ １ １ ０ ０ １ １ ０．００ ０．００ ０ ０ １５ １９ ２．２７ １．５４ １．８０

４５～４９歳 ４ １ ５ ０ ０ ０ ５ ０ ０．００ ０．００ ０ ０ １９ １８ ３．０２ １．５８ ２．１０

５０～５４歳 ９８ ３０ ４２ ７ ０ ０ ４２ ７ ０．００ ０．００ ０ ０ １８ ２１ ２．９２ １．８６ ２．２４

５５～５９歳 １９６ ３６ ７４ １１ ０ ０ ７４ １１ ０．００ ０．００ ０ ０ ２１ ２９ ３．０１ ２．０４ ２．３６

６０～６４歳 ４６４ ６６ １５３ ７ ０ ０ １５３ ７ ０．００ ０．００ ０ ０ ５０ ８６ ３．１０ ２．８５ ２．９４

６５～６９歳 １，３２２ １３１ ４４１ １７ ２ ０ ４３９ １７ ０．４５ ０．００ ２ ０ １４９ １７１ ３．７３ ３．２８ ３．４８

７０～７４歳 １，９４４ １４７ ６６２ ２５ １ ０ ６６１ ２５ ０．１５ ０．００ ０ ０ ２５９ ２３４ ４．５７ ３．２９ ３．８６

７５～７９歳 ９１３ １０２ ２６０ １３ １ ０ ２５９ １３ ０．３８ ０．００ ０ ０ １５３ １６３ ４．９２ ３．９５ ４．３７

８０歳以上 ７１５ ４８ １６７ ４ １ ０ １６６ ４ ０．６０ ０．００ ０ ０ １９９ ２２６ ５．９２ ４．５３ ５．０９

計 ５，６５８ ５６２ １，８０５ ８５ ５ ０ １，８００ ８５ ０．２８ ０．００ ２ ０ ８８３ ９６７ ４．３４ ３．２９ ３．７２

合 計 ６，２２０ １，８９０ ５ １，８８５ ０．２６ ２ １，８５０ ３．７２
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当するもの

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数
（再掲）

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｎ ｏ ｐ＝ｏ／ｎ ｑ ｒ＝ｑ／ｂ ｓ＝ｑ／ｎ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １５ １９ １３ １８ ８６．７９４．７９１．２ ８ １４ ５ ４ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １９ １８ １７ １６ ８９．５８８．９８９．２ １３ １０ ３ ６ １ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １８ ２１ １５ １６ ８３．３７６．２７９．５ ８ １２ ６ ３ １ １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ２１ ２９ １７ ２９ ８１．０１００．０９２．０ １３ １４ ４ １２ ０ ２ ０ １ ０．００００．０７００．０４７ ０．０ ３．４ ２．０

６０～６４歳 ５０ ８６ ４２ ８０ ８４．０９３．０８９．７ ２３ ３８ １５ ３６ ３ ６ １ ０ ０．０６２０．００００．０２２ ２．０ ０．０ ０．７

６５～６９歳 １４９ １７１ １３２ １５８ ８８．６９２．４９０．６ ５３ ７７ ７２ ７１ ３ ９ ４ １ ０．１０００．０１９０．０５４ ２．７ ０．６ １．６

７０～７４歳 ２５９ ２３４ ２２８ ２１８ ８８．０９３．２９０．５ ８８ １０９ １１９ １００ １２ ８ ９ １ ０．１５９０．０１４０．０７８ ３．５ ０．４ ２．０

７５～７９歳 １５３ １６３ １３７ １５３ ８９．５９３．９９１．８ ６６ ７７ ６６ ６６ ３ ８ ２ ２ ０．０６４０．０４８０．０５５ １．３ １．２ １．３

８０歳以上 １９９ ２２６ １７６ １９９ ８８．４８８．１８８．２ ８０ ８２ ８６ １０５ ４ ７ ６ ５ ０．１７９０．１０００．１３２ ３．０ ２．２ ２．６

計 ８８３ ９６７ ７７７ ８８７ ８８．０９１．７８９．９ ３５２ ４３３ ３７６ ４０３ ２７ ４１ ２２ １０ ０．１０８０．０３４０．０６４ ２．５ １．０ １．７

合計 １，８５０ １，６６４ ８９．９ ７８５ ７７９ ６８ ３２ ０．０６４ １．７

Ｘ線のみ要精検 １，８４５ １，６６０ ９０．０ ７８５ ７７７ ６８ ３０ １．６

喀痰のみ要精検 ３ ３ １００．０ ０ ２ ０ １ ３３．３

Ｘ線＋喀痰要精検 ２ １ ５０．０ ０ ０ ０ １ ５０．０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者

受診者数 経年受診者数再掲 要精検者数 異常認めず 要精検率（％）
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 ６，７７７ １０，８３３ ４，４５６ ７，２７４ ２４８ ２９３ ６，５２９ １０，５４０３．６６２．７０３．０７ １，７８６ ６６

中国労働衛生協会 ２７５ ５８１ ２１０ ４３６ １６ ２３ ２５９ ５５８５．８２３．９６４．５６ ２９ １

病 院 ３，９４６ ４，９６２ ２，５６８ ３，２５７ １７２ １６６ ３，７７４ ４，７９６４．３６３．３５３．７９ １，１６５ ３３２

診 療 所 ９，３４４ １３，０１５ ５，５２５ ７，８２１ ４４４ ４８５ ８，９００ １２，５３０４．７５３．７３４．１５ ２，６７８ １６３

計 ２０，３４２ ２９，３９１ １２，７５９ １８，７８８ ８８０ ９６７ １９，４６２ ２８，４２４４．３３３．２９３．７１ ５，６５８ ５６２

合 計 ４９，７３３ ３１，５４７ １，８４７ ４７，８８６ ３．７１ ６，２２０
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精密検査結果

肺がん
1.9％

異常認めず
47.2％

その他疾病
46.8％

肺がん疑い
4.1％

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

j′ k′＝j′／h′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／h′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ２０３ ２６４ ８１．９ ９０．１ ８６．３ １０１ １３７ ９０ １０６ ８ １９ ４ ２ ０．０５９０．０１８０．０３４ １．６ ０．７ １．１

中国労働衛生協会 １４ ２１ ８７．５ ９１．３ ８９．７ ２ ５ １２ １５ ― １ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 １５８ １５５ ９１．９ ９３．４ ９２．６ ６５ ７３ ９０ ７６ ２ ５ １ １ ０．０２５０．０２００．０２２ ０．６ ０．６ ０．６

診 療 所 ４０２ ４４７ ８９．９ ９２．２ ９１．１ １８４ ２１８ １８４ ２０６ １７ １６ １７ ７ ０．１８２０．０５４０．１０７ ３．８ １．４ ２．６

計 ７７７ ８８７ ８８．０ ９１．７ ８９．９ ３５２ ４３３ ３７６ ４０３ ２７ ４１ ２２ １０ ０．１０８０．０３４０．０６４ ２．５ １．０ １．７

合 計 １，６６４ ８９．９ ７８５ ７７９ ６８ ３２ ０．０６４ １．７

一次検診機関

喀痰容器
提出者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
ともに要
精検（Ｃ）

一次検診総合結果

要精検者数 精検不要 要精検率（％） 要精検者数
要精検率（％）

d′ e′ f′＝e′／d′ g′ h′＝b′＋e′－g′ I′＝h′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ３７２ １３ １ ０ ３７１ １３ ０．２７ ０．００ １ ０ ２４８ ２９３ ３．６６ ２．７０ ３．０７

中国労働衛生協会 ４ １ ０ ０ ４ １ ０．００ ０．００ ０ ０ １６ ２３ ５．８２ ３．９６ ４．５６

病 院 ４４６ ２１ ０ ０ ４４６ ２１ ０．００ ０．００ ０ ０ １７２ １６６ ４．３６ ３．３５ ３．７９

診 療 所 ９８３ ５０ ４ ０ ９７９ ５０ ０．４１ ０．００ １ ０ ４４７ ４８５ ４．７８ ３．７３ ４．１７

計 １，８０５ ８５ ５ ０ １，８００ ８５ ０．２８ ０．００ ２ ０ ８８３ ９６７ ４．３４ ３．２９ ３．７２

合 計 １，８９０ ５ １，８８５ ０．２６ ２ １，８５０ ３．７２

３３



４
）
令
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２
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肺
が
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診
受
診
状
況

市
町
村
名
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者
数

受
診
者
数
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精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

が
ん

発
見
率

（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）
車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診
率

（
％
）
異

常
認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病
が
ん
疑
い
肺
が
ん
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

３，
２８
８

１４
，２
７４

１７
，５
６２

２９
．８

６１
５０
５

５６
６

３．
２２

５２
３

９２
．４

２４
３

２３
５

３１
１４

２８
０

０．
０８
０

２．
５

米
子
市

４４
，１
１９

１，
５９
６

６，
９６
６

８，
５６
２

１９
．４

４９
３３
４

３８
３

４．
４７

３４
３

８９
．６

１７
３

１５
７

４
９

１７
０

０．
１０
５

２．
３

倉
吉
市

１７
，１
５０

５９
８

２，
４７
１

３，
０６
９

１７
．９

２３
１０
６

１２
９

４．
２０

１１
４

８８
．４

５３
５２

９
０

６１
０．
００
０

０．
０

境
港
市

１１
，２
０６

８６
４

１，
８７
７

２，
７４
１

２４
．５

４１
８３

１２
４

４．
５２

１１
６

９３
．５

３７
７８

０
１

７９
０．
０３
６

０．
８

岩
美
町

４，
５８
２

１，
１１
８

３４
３

１，
４６
１

３１
．９

２３
１０

３３
２．
２６

３０
９０
．９

１４
１６

０
０

１６
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

６，
２３
０

１，
８７
１

９２
７

２，
７９
８

４４
．９

４５
３９

８４
３．
００

７２
８５
．７

３６
３１

３
２

３６
０．
０７
１

２．
４

若
桜
町

１，
５３
９

１６
６

６５
８

８２
４

５３
．５

１
２４

２５
３．
０３

２５
１０
０．
０

７
１７

０
１

１８
０．
１２
１

４．
０

智
頭
町

３，
０２
７

４５
４

４９
４

９４
８

３１
．３

１０
１２

２２
２．
３２

１８
８１
．８

１３
５

０
０

５
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

１，
００
４

９１
２

１，
９１
６

３３
．８

３５
４０

７５
３．
９１

６９
９２
．０

３５
２８

４
２

３４
０．
１０
４

２．
７

三
朝
町

２，
５７
４

８６
０

１１
６

９７
６

３７
．９

４２
８

５０
５．
１２

４２
８４
．０

２３
１２

６
１

１９
０．
１０
２

２．
０

北
栄
町

５，
５１
６

１，
２９
５

５６
７

１，
８６
２

３３
．８

４６
２５

７１
３．
８１

６２
８７
．３

２７
３０

５
０

３５
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

６，
７５
１

１，
３４
９

４２
３

１，
７７
２

２６
．２

４０
２２

６２
３．
５０

５４
８７
．１

２９
２３

０
２

２５
０．
１１
３

３．
２

南
部
町

４，
０１
１

２９
６

１，
２３
９

１，
５３
５

３８
．３

１７
６２

７９
５．
１５

７３
９２
．４

３４
３８

１
０

３９
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
２５
７

１，
０３
０

０
１，
０３
０

２４
．２

３５
０

３５
３．
４０

２７
７７
．１

２４
１

２
０

３
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

１，
００
８

１９
６

０
１９
６

１９
．４

３
０

３
１．
５３

３
１０
０．
０

１
１

１
０

２
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
９６
７

１，
１９
１

０
１，
１９
１

１７
．１

４７
０

４７
３．
９５

３７
７８
．７

１８
１９

０
０

１９
０．
００
０

０．
０

日
南
町

２，
５５
１

５３
６

０
５３
６

２１
．０

１７
０

１７
３．
１７

１５
８８
．２

８
５

２
０

７
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
５５
３

１９
８

０
１９
８

１２
．７

８
０

８
４．
０４

８
１０
０．
０

３
５

０
０

５
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

５５
６

０
５５
６

３９
．４

３７
０

３７
６．
６５

３３
８９
．２

７
２６

０
０

２６
０．
００
０

０．
０

合
計
１８
９，
１３
２
１８
，４
６６

３１
，２
６７

４９
，７
３３

２６
．３

５８
０

１，
２７
０

１，
８５
０

３．
７２

１，
６６
４

８９
．９

７８
５

７７
９

６８
３２

８７
９

０．
０６
４

１．
７

東
部

７４
，３
８１

６，
８９
７

１６
，６
９６

２３
，５
９３

３１
．７

１４
０

５９
０

７３
０

３．
０９

６６
８

９１
．５

３１
３

３０
４

３４
１７

３５
５

０．
０７
２

２．
３

中
部

３７
，６
６７

５，
１０
６

４，
４８
９

９，
５９
５

２５
．５

１８
６

２０
１

３８
７

４．
０３

３４
１

８８
．１

１６
７

１４
５

２４
５

１７
４

０．
０５
２

１．
３

西
部

７７
，０
８４

６，
４６
３

１０
，０
８２

１６
，５
４５

２１
．５

２５
４

４７
９

７３
３

４．
４３

６５
５

８９
．４

３０
５

３３
０

１０
１０

３５
０

０．
０６
０

１．
４
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（３） 令和２年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について
肺がん確定診断（原発性１，５２６、転移性１５９） １，６８５例
他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，６９７例

１）肺がん確定診断 （単位：例）
昭和
６２年

昭和
６３年

平成
元年

平成
２年

平成
３年

平成
４年

平成
５年

平成
６年

平成
７年

平成
８年

平成
９年

平成
１０年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８ ３８ ５３ ４０

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５ ４ ２ ７

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３ ４２ ５５ ４７

２）原発性肺がん診断方法

〔令和２年度集計〕
胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �

�
��
１，４１７例（９２．９％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

５３例（９６．４％）
Ｅのみ １，１７２例 Ｅのみ ５３例

（E１：２６例、E２：７例、E：２０例）
細 胞 診 Ｄのみ ２３例 �

�
��

５８例（３．８％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（０．０％）
Ｅのみ ３５例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １例 �
�
�
�
�
�
�

４７例（３．１％）

Ｄ＋Ｄ １例 �
�
�
�
�
�
�

２例（３．６％）
Ｄ＋Ｅ ９例 Ｄ＋Ｅ ０例
Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例
Ｅ＋Ｅ ２２例 Ｅ＋Ｅ １例
不明 ３例 ３例（０．２％） 不明 ０例 ０例（０．０％）

計 １，５２６例 計 ５５例

平成
１１年

平成
１２年

平成
１３年

平成
１４年

平成
１５年

平成
１６年

平成
１７年

平成
１８年

平成
１９年

平成
２０年

平成
２１年

平成
２２年

原発性肺癌 ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２ ４１ ６５

転移性肺腫瘍 ７ ６ ７ ６ ３ ２ ５ ６ ７ ３ ８ ４

合 計 ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２ ６２ ６８ ５５ ５５ ４９ ６９

平成
２３年

平成
２４年

平成
２５年

平成
２６年

平成
２７年

平成
２８年

平成
２９年

平成
３０年

令和
元年

令和
２年

合計

原発性肺癌 ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９ ５９ ５５ １，５２６

転移性肺腫瘍 ６ ５ ４ ７ １ ４ ３ ３ ４ ４ １５９

合 計 ６１ ５４ ６２ ８１ ４８ ５０ ５３ ５２ ６３ ５９ １，６８５
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３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７
Ｈ元 ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９％） １，８８８（８９．０％） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１％） １，７６７（８８．２％） ６５ １４２
Ｈ２３ ４８，５１３ ２，４６７（５．０９％） ２，２０８（８９．５％） ５５ １１３
Ｈ２４ ５０，３７６ ２，４６０（４．８８％） ２，２０１（８９．５％） ４９ ９７
Ｈ２５ ５０，５６９ ２，３４５（４．６４％） ２，０６２（８７．９％） ５８ １１５
Ｈ２６ ５３，２０８ ２，３０３（４．３３％） ２，０２１（８７．８％） ７４ １３９
Ｈ２７ ５５，０４５ ２，０９２（３．８０％） １，８７７（８９．７％） ４７ ８５
Ｈ２８ ５４，６７９ １，８６４（３．４１％） １，６８０（９０．１％） ４６ ８４
Ｈ２９ ５４，７７６ １，９０９（３．４９％） １，７０９（８９．５％） ５０ ９１
Ｈ３０ ５５，０５０ ２，０２１（３．６７％） １，８３９（９１．０％） ４９ ８９
Ｒ元 ５４，６７１ ２，１２３（３．８８％） １，８８７（８８．９％） ５９ １０６
Ｒ２ ４９，７３３ １，８５０（３．７２％） １，６６６（９０．１％） ５５ １１１
計 １，９０４，３５７ ３８，５６１（２．０２％） ３３，７０１（８７．３％） １，５２６ ８０

４）原発性肺癌（１，５２６例）
（１） 年齢・性別 〔Ｒ２年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）
～５９歳 ９０例 ５．９ ～５９歳 １例 １．８

６０～６９歳 ４５５ ２９．８ ６０～６９歳 １５ ２７．３
７０～７９歳 ６９７ ４５．７ ７０～７９歳 ２４ ４３．６
８０～ ２８４ １８．６ ８０～ １５ ２７．３
計 １，５２６ １００．０ 計 ５５ １００．０

平均年齢＝７２．３
男：女＝９１１例：６１４例（不明：１例）

平均年齢＝７４．３
男：女＝３８例：１７例（不明：０例）

３６



ｂ．組織型 〔Ｒ２年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ３２６例 扁平上皮癌 １６例
腺 癌 ９６５（６３．３） 腺 癌 ３１（５６．４）
大 細 胞 癌 ２０ 大 細 胞 癌 １
小 細 胞 癌 ９０ 小 細 胞 癌 ２
腺扁平上皮癌 １４ 腺扁平上皮癌 １
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １１２ 不 明 ４

計 １，５２９＊ 計 ５５
＊３例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌、腺癌と腺癌の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例
（９５５例、手術率：６２．６％）
ａ．臨床病期、術後病期
臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例
０ ０（ ０．０） ０ ２（ ０．２）
ⅠＡ ５７０（５９．７） ⅠＡ ４８８（５１．１）
ⅠＢ １９３ ⅠＢ ２１１
ⅡＡ ３６ ⅡＡ ４６
ⅡＢ ４８ ⅡＢ ６４
ⅢＡ ８１ ⅢＡ ９２
ⅢＢ １５ ⅢＢ ２４
ⅢＣ ０ ⅢＣ ０
Ⅳ ９ Ⅳ ２１
不明 １ 不明 ５
計 ９５５ 計 ９５５

〔Ｒ２年度集計〕
原発性肺癌の手術症例（３３例、手術率：６０．０％）

臨床病期（％） 術後病期（％）
０ccult ０例 ０ccult ０例
０ ０ ０ ０
ⅠＡ＊ ２２（６６．７） ⅠＡ＊＊ １５（４５．５）

�
�
�
�
�

２４
（７２．７％）ⅠＢ ６ ⅠＢ ９

ⅡＡ １ ⅡＡ ４
ⅡＢ ２ ⅡＢ ２
ⅢＡ ２ ⅢＡ ３
ⅢＢ ０ ⅢＢ ０
ⅢＣ ０ ⅢＣ ０
Ⅳ ０ Ⅳ ０
不明 ０ 不明 ０
計 ３３ 計 ３３

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型
ａ．病期分類（第７版＋８版） 〔Ｒ２年度集計〕（第８版）
臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０例
０ ２ ０ ２
ⅠＡ ６４４（４２．２） ⅠＡ ２５（４５．５）

�
�
�
�
�

３３（６０．０％）
Ⅰ期肺癌ⅠＢ ２３４ ⅠＢ ６

ⅡＡ ５８ ⅡＡ ２
ⅡＢ ７６ ⅡＢ ２
ⅢＡ １７４ ⅢＡ ５
ⅢＢ ９２ ⅢＢ ２
ⅢＣ ３ ⅢＣ １
Ⅳ ２０５ Ⅳ １０
不明 ３６ 不明 ０ 多発癌は病期の

進んだ方を採用計 １，５２６ 計 ５５

IAの内訳…＊臨床病期 IA１：１０例、IA２：１２例
＊＊術後病期 IA１：９例、IA２：６例
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（４） 腫瘍径
腫瘍径
（㎜）

Ｈ１０年度
（％）

Ｈ１１年度
（％）

Ｈ１２年度
（％）

Ｈ１３年度
（％）

Ｈ１４年度
（％）

Ｈ１５年度
（％）

Ｈ１６年度
（％）

Ｈ１７年度
（％）

Ｈ１８年度
（％）

Ｈ１９年度
（％）

Ｈ２０年度
（％）

Ｈ２１年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４ ３ ２

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（２９．２）２１（４０．４） １０

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８ ６ １３（３１．７）

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５ １４ ８

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３ ５ ６

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １ １ ２

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３ ２ ０

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２ ４１

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜ ３３．５㎜ ２８．８㎜ ３８．７㎜ ２９．６㎜ ３０．６㎜ ２６．０㎜ ２４．６㎜ ２６．１㎜ ２５．９㎜

最高９０㎜ ７０㎜ ８０㎜ １００㎜ ８５㎜ １４５㎜ ７０㎜ ８５㎜ ５９㎜ ５７㎜ ７１㎜ ６８㎜

腫瘍径
（㎜）

Ｈ２２年度
（％）

Ｈ２３年度
（％）

Ｈ２４年度
（％）

Ｈ２５年度
（％）

Ｈ２６年度
（％）

Ｈ２７年度
（％）

Ｈ２８年度
（％）

Ｈ２９年度
（％）

Ｈ３０年度
（％）

Ｒ元年度
（％）

Ｒ２年度
（％）

０～１０ ２ １ ４ ３ ３ ０ １ ８ １ １ ９

１１～２０ １３ １６（２９．１）１４（２８．６） １６ ２８（３７．８）１６（３４．０）１４（３０．４）１５（３０．０）１４（３０．６） １３ １４（２５．５）

２１～３０ ２６（４０） １６（２９．１） １３ ２０（３４．５） ２１ ８ １０ １５ １５ １６（２７．１） １１

３１～４０ １５ ６ ８ ８ ７ １４ １３ ２ ５ １６（２７．１） ６

４１～５０ ６ ４ ６ ５ ６ ６ ５ ２ ７ ８ ６

５１～ ２ １１ ２ ６ ５ ３ ２ ８ ５ ２ ８

不明 １ １ ２ ０ ４ ０ １ ０ ２ ３ １

計 ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９ ５９ ５５

平均 ２９．４㎜ ３３．２㎜ ２８．４ ２８．３㎜ ２６．７㎜ ３０．４㎜ ２８．６㎜ ３２．２㎜ ３２．１㎜ ２９．５㎜ ２７．７㎜

最高８０㎜ ９０㎜ １００㎜ ６０㎜ ７０㎜ ７０㎜ ５６㎜ ８３㎜ ７１㎜ ６８㎜ ８０㎜

５）転移性肺腫瘍（１５９例）
大 腸 癌：３４例 乳 癌：２１例 前立腺癌：１４例 甲状腺癌：１３例 腎 臓 癌：１２例
肝 臓 癌：９例 胃 癌：７例 子 宮 癌：５例 胆 管 癌：４例 膵 臓 癌：４例
尿 管 癌：４例 胆のう癌：４例 膀 胱 癌：３例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例
卵 巣 癌：２例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 顎下腺癌：１例
咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 卵管肉腫：１例 腹 膜 癌：１例 不 明：８例
〔Ｒ２年度集計〕（４例）
胃癌：１例、腎臓癌：１例、乳癌：１例、甲状腺癌：１例

ｂ．組織型分類 〔Ｒ２年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １７９例 扁平上皮癌 ６例
腺 癌 ７１７（７５．１） 腺 癌 ２６（７８．８）
大 細 胞 癌 １５ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 １１ 小 細 胞 癌 ０
腺扁平上皮癌 １５ 腺扁平上皮癌 １
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １６ 不 明 ０

計 ９５５ 計 ３３
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（％）（％）
がん発見率要精検率 受診率 精検受診率

厚労省の示すプロセス指標
受 診 率：目標値50％
要 精 検 率：許容値3.0％以下
精検受診率：目標値90％以上

許容値70％以上
がん発見率：許容値0.03％以上

3.72

0.0640.0640.064
0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
4.5
5

10

40
50
60
70
80
90
100

（年）

0
94 96 98 00 02 16141210080604 18 20

90.1

26.326.326.3
30
20

55
原発性肺癌

87 89 91 93 95 97 99 01 07 11 13 1920171509
（年）

0503
0
10
20
30
40
50
60

（例）
80
70

（1987―2020年：1,526例）

111平均 80人

87 89 91 93 95 97 99 01 07 11 13 1920171509
（年）

0503
0

140
120
100
80
60
40
20

（人）
160

原発性肺癌

（対人口10万人の発見者）
（55＋4例）

87 89 91 93 95 97 99 01 07 11 13 1920171509
（年）

0503
0

80
70
60
50
40
30
20
10

（例）
90

転移性肺腫瘍（159例）
原発性肺癌（1,526例）

（1987―2020年：1,685例）

６）令和２年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較
車 検 診 施 設 検 診

受診者数 １８，４６６ ３１，２６７

要精検数
５８０（３．１４）

東部：１４０（２．０３）
中部：１８６（３．６４）
西部：２５４（３．９３）

１，２７０（４．０６）
東部：５９０（３．５３）
中部：２０１（４．４８）
西部：４７９（４．７５）

確定者数 １３名（０．０７０）
（東：６、中：４、西：３）

４２名（０．１３４）
（東：２４、中：７、西：１１）

発見方法 E１：７、E２：４、Ｅ：２
E１：２０、E２：３、Ｅ：１７

Ｅ＋喀痰Ｅ：１
喀痰Ｄ判定：１

年 齢 ７２．４歳 ７４．９歳
性 差 男性：９名 女性：４名 男性：２９名 女性：１３名

臨床病期
０ １名、ⅠＡ４名、ⅠＢ３名、
ⅡＡ１名、ⅡＢ１名、ⅢＡ１名、

ⅢＢ０名、Ⅳ２名

０ １名、ⅠＡ２１名、ⅠＢ３名、
ⅡＡ１名、ⅡＢ１名、ⅢＡ４名、
ⅢＢ２名、ⅢＣ１名、Ⅳ８名、

不明０名

組 織 型
扁平上皮癌４名、腺癌８名、
大細胞癌０名、小細胞癌０名、

不明１名

扁平上皮癌１２名、腺癌２３名、
腺扁平上皮癌１名、大細胞癌１名、

小細胞癌２名、
不明３名

手 術 あり１０名、なし３名 あり２３名、なし１９名
腫 瘍 径 ２７．０㎜ ２７．９㎜

７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見率の推移 ８）検診で発見された原発性肺癌の推移

９）検診で発見された原発性肺癌の推移 １０）検診で発見された肺癌と転移性肺腫瘍の推移
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～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～

～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～
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2020年平均年齢：74.3歳
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検診発見肺癌の年齢分布（年次推移）
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455455455

697697697

284284284
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平均年齢：72.3歳

（1987―2020年：1,526例）
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検診発見肺癌の性差

100

女性（614例） 不明（１例）男性（911例）

17例

38例

50％
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（％）

検診発見肺癌の発見動機

100

喀痰検査（58例） X線＋喀痰（47例）
＊不明：３例

X線検査（1,417例）

55例

87 89 91 93 95 97 99 01 07 11 13 1920171509
（年）

0503
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90

70
60
50
40
30
20
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（％）

検診発見肺癌の組織型

100

腺癌（965例） 扁平上皮癌（326例） ＊他の組織型／　不明：112例

16例

31例

50％

87 89 91 93 95 97 99 01 07 11 13 1920171509
（年）

0503
0
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70
60
50
40
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10

（％）

検診発見肺癌の臨床病期Ⅰ期肺癌の割合

100

Ⅰ期（880例） 他（646例）

22例

33例

50％

87 89 91 93 95 97 99 01 07 11 13 1920171509
（年）

0503
0

80
90

70
60
50
40
30
20
10

（％）

検診発見肺癌の手術の有無

100

手術あり（955例） 手術なし（571例）

22例

33例

50％

25.025.025.0
29.329.329.3
38.138.138.1
36.736.736.7
39.639.639.6
18.518.518.5
38.038.038.0
26.326.326.3
45.245.245.2
37.537.537.5
46.246.246.2
29.329.329.3
23.123.123.1
30.930.930.9
36.736.736.7
33.933.933.9
41.941.941.9
34.034.034.0
32.632.632.6
46.046.046.0

30.630.630.6
23.723.723.7
41.941.941.9

最大80㎜

98 99 02 1817161514131211100908070605040300 01 19 20
（年）

0

80
90

70
60
50
40
30
20
10

（％）
100

37.1 27.9 32.2 33.5 26.7 30.4 28.6 32.2 32.128.4 28.329.4 33.226.1 25.926.0 24.629.6 30.628.8 38.7 29.5 27.7
平均径
（㎜）

41～50㎜ 51㎜～ 不明
0～10㎜ 11～20㎜ 21～30㎜ 31～40㎜

検診発見肺癌の腫瘍径
（1998―2020年：1,526例）

１１）検診発見肺癌の年齢
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〈検診機関別受診結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数 要精検率（％）

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

６，７３０
（４１．４％）

４２３ ６．２９

施 設 検 診
（病院・診療所）

９，５１９
（５８．６％）

６７７ ７．１１

計
１６，２４９
（１００％）

１，１００ ６．７７

（２） 精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

車 検 診 ３９８ ９４．１ ３４ ０．５１

施 設 検 診 ６５１ ９６．２ ６２ ０．６５

計 １，０４９ ９５．４ ９６ ０．５９

４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
令和２年度対象者数１１５，４６９人（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示
す算式により算定した推計数）、受診者数１６，２４９人、受診率１４．１％で、受診率は令和元年度より２．６ポ
イント減少した。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数４４，６６０人、受診者数１１，６３７人、受診率２６．１％であった。
要精検者数１，１００人、要精検率６．７７％で前年度より１．０６ポイント増加した。精検受診者数１，０４９人、
精検受診率は９５．４％で、令和元年度より１．１ポイント増であった。
精検の結果、乳がん９６人、がん発見率（がん／受診者数）０．５９％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）８．７３％であった。がん疑いは１人発見された。令和元年度に比べ、がん発見率は０．２１ポイント、
陽性反応適中度は２．１ポイント増加した。
検診受診率は令和元年までは１６～１７％台で推移していたが、コロナ感染症の影響で受診率、受診人
数の低下が起こったものと思われる。しかし、検診精度（精検受診率、検診発見がん率、陽性反応適
中度）の上昇により、検診発見がんの症例は増加した。
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〈圏域別結果〉

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，０８１ ６，８４０ １５．１７ ４．８７ ３１８ ９５．５ ２５ ０．３７

中 部 ２２，６４８ ２，９７６ １３．１４ ８．７４ ２４４ ９３．８ １４ ０．４７

西 部 ４７，７４０ ６，４３３ １３．４８ ７．８８ ４８７ ９６．１ ５７ ０．８９

計 １１５，４６９ １６，２４９ １４．０７ ６．７７ １，０４９ ９５．４ ９６ ０．５９

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
令和２年度の確定乳がんは９６例で、前年度より２３例増加した。確定乳癌の平均年齢は６３．７歳で、６０
歳代の患者が最も多かった。早期癌は６６．７％を占め、前年度とほぼ同率であった。しかし、初回受診
者からステージ４の症例が２例あった。術式は乳房温存手術の割合が３３．３％であり、前年度の３４．２％
と同様の傾向であった。
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要精検率・乳がん発見率の推移

H27 H29H28
乳がん発見率要精検率

R2R1H30
確定がん率

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 平成
２７年度

平成
２８年度

平成２８年度・
鳥取市分含

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １１８，２４８ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９
受 診 者 数（人） Ｂ ２０，６６６ １３，２２６ １９，２４５ １９，３１７ １９，０７５ １９，２２８ １６，２４９

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ３２．３ ２７．６ ３３．１ ３２．３ ３１．９ ３３．１ ―
１７．５ １１．５ １６．７ １６．７ １６．５ １６．７ １４．１

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １８，９７７ １２，２６５ １８，００１ １８，２４２ １７，９３５ １８，１３１ １５，１４９
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，６８９ ９６１ １，２４４ １，０７５ １，１４０ １，０９７ １，１００
要 精 検 率
指標 １１．０％以下 （％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．１７ ７．２７ ６．４６ ５．５７ ５．９８ ５．７１ ６．７７

精密検査 精検受診者数（人） Ｇ １，６０９ ８９６ １，１７２ １，０３２ １，０７８ １，０３４ １，０４９
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９５．３ ９３．２ ９４．２ ９６．０ ９４．６ ９４．３ ９５．４

精密検査
結 果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ９１（３） ４９（２） ６７（３） ７４（３） ６０（１） ７３（０） ９６（１）
乳がん発見率
指標 ０．２３％以上 （％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．４４ ０．３７ ０．３５ ０．３８ ０．３１ ０．３８ ０．５９
陽性反応適中度
指標 ２．５％以上 （％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ５．３９ ５．１０ ５．３９ ６．８８ ５．２６ ６．６５ ８．７３

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ９０ ４５ ６３ ７２ ６０ ７３ ９６
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．４４ ０．３４ ０．３３ ０．３７ ０．３１ ０．３７ ０．５９

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 確定がん数について

・確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ 平成３０年度報告（平成２９年度実績）から、検診方法がマンモグラフィのみとなった。

（２） 令和２年度乳がん検診（マンモグラフィーのみの受診者）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢 対象者数 一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
４０～４４歳 ３，９５０ ２，００２ ５０．７ １９５ １，８０７ ９．７４
４５～４９歳 ３，４００ １，７１９ ５０．６ １８１ １，５３８ １０．５３
５０～５４歳 ３，８６８ １，６９６ ４３．８ １２０ １，５７６ ７．０８
５５～５９歳 ５，７６７ １，５３８ ２６．７ ９１ １，４４７ ５．９２
６０～６４歳 １１，１６１ ２，５１５ ２２．５ １５３ ２，３６２ ６．０８
６５～６９歳 １６，５１４ ２，１６７ １３．１ １１３ ２，０５４ ５．２１
７０～７４歳 １５，３４４ ２，７６１ １８．０ １３５ ２，６２６ ４．８９
７５～７９歳 １６，００２ １，１２６ ７．０ ６６ １，０６０ ５．８６
８０歳以上 ３９，４６３ ７２５ １．８ ４６ ６７９ ６．３４
計 １１５，４６９ １６，２４９ １４．１ １，１００ １５，１４９ ６．７７
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精密検査結果

乳がん
9.2％

異常認めず
44.6％

その他の疾病
46.1％

乳がん疑い
0.1％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ
４０～４４歳 １８４ ９４．４ ８０ ９８ ０ ６ ０．３０ ３．０８
４５～４９歳 １７０ ９３．９ ６１ ９９ ０ １０ ０．５８ ５．５２
５０～５４歳 １２０ １００．０ ５１ ６２ ０ ７ ０．４１ ５．８３
５５～５９歳 ８６ ９４．５ ４６ ３７ ０ ３ ０．２０ ３．３０
６０～６４歳 １４９ ９７．４ ６７ ５７ １ ２４ ０．９５ １５．６９
６５～６９歳 １０６ ９３．８ ５５ ４０ ０ １１ ０．５１ ９．７３
７０～７４歳 １２９ ９５．６ ５９ ５３ ０ １７ ０．６２ １２．５９
７５～７９歳 ６２ ９３．９ ２９ ２３ ０ １０ ０．８９ １５．１５
８０歳以上 ４３ ９３．５ ２０ １５ ０ ８ １．１０ １７．３９
計 １，０４９ ９５．４ ４６８ ４８４ １ ９６ ０．５９ ８．７３

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

検診機関
一次検診
受診者数

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
保 健 事 業 団 ６，４８８ ４０８ ６，０８０ ６．２９
病 院 ７，５７１ ５２９ ７，０４２ ６．９９
診 療 所 １，９４８ １４８ １，８００ ７．６０
中国労働衛生協会 ２４２ １５ ２２７ ６．２０

計 １６，２４９ １，１００ １５，１４９ ６．７７

ｂ．精密検査結果

検 診 機 関
精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ f′＝d′／b′ g′ h′＝g′／a′ I′＝h′／b′
保 健 事 業 団 ３８４ ９４．１２ １９１ １６０ ０ ３３ ０．５１ ８．０９
病 院 ５０９ ９６．２２ ２１０ ２５３ １ ４５ ０．５９ ８．５１
診 療 所 １４２ ９５．９５ ６０ ６５ ０ １７ ０．８７ １１．４９
中国労働衛生協会 １４ ９３．３ ７ ６ ０ １ ０．４１ ６．６７

計 １，０４９ ９５．４ ４６８ ４８４ １ ９６ ０．５９ ８．７３
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

３５
，９
８１

２，
１１
７

３，
１２
２

５，
２３
９

１４
．６

１３
２

１４
０

２７
２

５．
１９

２６
１

９６
．０

１１
１

１２
９

０
２１

１５
０

０．
４０
１

７．
７

米
子
市

２７
，７
２５

４３
８

３，
１０
３

３，
５４
１

１２
．８

２８
２７
５

３０
３

８．
５６

３０
０

９９
．０

１２
３

１４
１

０
３６

１７
７

１．
０１
７

１１
．９

倉
吉
市

１０
，４
５３

３６
６

５３
３

８９
９

８．
６

３４
５５

８９
９．
９０

８４
９４
．４

３５
４２

０
７

４９
０．
７７
９

７．
９

境
港
市

６，
９１
０

３１
２

７２
０

１，
０３
２

１４
．９

２２
５１

７３
７．
０７

６７
９１
．８

１９
３９

０
９

４８
０．
８７
２

１２
．３

岩
美
町

２，
７０
４

１４
２

３１
６

４５
８

１６
．９

７
９

１６
３．
４９

１５
９３
．８

７
８

０
０

８
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

３，
６８
１

５４
７

１６
５

７１
２

１９
．３

１６
１０

２６
３．
６５

２４
９２
．３

１５
７

０
２

９
０．
２８
１

７．
７

若
桜
町

９０
８

１４
７

１９
１６
６

１８
．３

６
２

８
４．
８２

７
８７
．５

５
１

０
１

２
０．
６０
２

１２
．５

智
頭
町

１，
８０
７

１０
４

１６
１

２６
５

１４
．７

５
６

１１
４．
１５

１１
１０
０．
０

６
４

０
１

５
０．
３７
７

９．
１

湯
梨
浜
町

３，
３４
７

４５
０

１７
４

６２
４

１８
．６

３８
１８

５６
８．
９７

５１
９１
．１

２９
１８

１
３

２２
０．
４８
１

５．
４

三
朝
町

１，
５４
４

１５
８

５２
２１
０

１３
．６

７
９

１６
７．
６２

１４
８７
．５

７
７

０
０

７
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
２６
０

４７
５

１３
４

６０
９

１８
．７

３１
１６

４７
７．
７２

４６
９７
．９

２３
２０

０
３

２３
０．
４９
３

６．
４

琴
浦
町

４，
０４
４

４４
２

１９
２

６３
４

１５
．７

２９
２３

５２
８．
２０

４９
９４
．２

２３
２５

０
１

２６
０．
１５
８

１．
９

南
部
町

２，
４１
６

１５
３

２７
０

４２
３

１７
．５

５
２６

３１
７．
３３

３１
１０
０．
０

１５
９

０
７

１６
１．
６５
５

２２
．６

伯
耆
町

２，
５８
４

１９
１

１８
０

３７
１

１４
．４

１２
１１

２３
６．
２０

１９
８２
．６

１３
５

０
１

６
０．
２７
０

４．
３

日
吉
津
村

６４
９

８６
６７

１５
３

２３
．６

６
６

１２
７．
８４

１２
１０
０．
０

８
４

０
０

４
０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
１０
９

３２
０

１５
９

４７
９

１１
．７

２０
１４

３４
７．
１０

２９
８５
．３

１０
１６

０
３

１９
０．
６２
６

８．
８

日
南
町

１，
５２
１

１５
９

３５
１９
４

１２
．８

１２
２

１４
７．
２２

１３
９２
．９

９
４

０
０

４
０．
００
０

０．
０

日
野
町

９６
２

１２
３

０
１２
３

１２
．８

１３
０

１３
１０
．５
７

１２
９２
．３

８
３

０
１

４
０．
８１
３

７．
７

江
府
町

８６
４

０
１１
７

１１
７

１３
．５

０
４

４
３．
４２

４
１０
０．
０

２
２

０
０

２
０．
００
０

０．
０

合
計
１１
５，
４６
９

６，
７３
０

９，
５１
９

１６
，２
４９

１４
．１

４２
３

６７
７

１，
１０
０

６．
７７

１，
０４
９

９５
．４

４６
８

４８
４

１
９６

５８
１

０．
５９
１

８．
７

東
部

４５
，０
８１

３，
０５
７

３，
７８
３

６，
８４
０

１５
．２

１６
６

１６
７

３３
３

４．
８７

３１
８

９５
．５

１４
４

１４
９

０
２５

１７
４

０．
３６
５

７．
５

中
部

２２
，６
４８

１，
８９
１

１，
０８
５

２，
９７
６

１３
．１

１３
９

１２
１

２６
０

８．
７４

２４
４

９３
．８

１１
７

１１
２

１
１４

１２
７

０．
４７
０

５．
４

西
部

４７
，７
４０

１，
７８
２

４，
６５
１

６，
４３
３

１３
．５

１１
８

３８
９

５０
７

７．
８８

４８
７

９６
．１

２０
７

２２
３

０
５７

２８
０

０．
８８
６

１１
．２
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１年前 ３年以上前２年前初回 不明

（３） 令和２年度検診発見乳がん追跡調査結果
１）確定乳癌９６例

東部地区（２５例）：鳥取市２１例 若桜町１例 八頭町２例 智頭町１例
中部地区（１４例）：倉吉市７例 北栄町３例 湯梨浜町３例 琴浦町１例
西部地区（５７例）：米子市３６例 境港市９例 大山町３例 南部町７例

伯耆町１例 日野町１例
２）年齢構成

３）検診歴
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45

初回 経年受診 ３年以上前

Ⅲ
Ⅳ

Ⅱ
Ⅰ
Tis

受診歴と病期

手術

手術なし
1

不明
1

乳房温存
32

（33.3％）

乳房切除
62

（64.6％）

腋窩郭清

手術なし
1

不明
5

あり
20

（20.8％）

なし
70

（72.9％）

４）病期

５）治療

まとめ
１．令和２年度の乳癌確定症例は９６例であった。前年度より２３例増加していた。地域ごとの患者数
は西部地区での発見乳癌が多かった。
２．発見癌患者の平均年齢は６３．７歳であった。前年度（６４．３歳）と同様で、６０代の患者が多かった。
近年国内の罹患率のピークは６５～６９歳であり、国内の状況に一致するものであった。
３．検診受診歴は初回受診２７．１％（前年３１．５％）、経年受診４１．７％（前年４６．６％）であった。
４．病期に関しては、６６．７％が早期癌症例であり、前年度の６８．５％とほぼ同様であった。初回受診
者から２例のStageⅣ症例が発見されていた。
５．術式に関しては、乳房部分切除（乳房温存）が３３．３％で前年度の３４．２％と同様の傾向であった。

４７



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
令和２年度の対象者数は１８９，１３２人（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省
が示す算式により算定した推計数）で、うち受診者数は５２，１０７人（前年度比５，３６９人減）であった。
受診者数は平成２２年度以来、受診率は平成２３年度以来の低い値となった。なお、４０歳から６９歳の値
（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者数７６，８１４人、受診者数２４，２１３人、
受診率３１．５％であった。
一次検査による要精検者数は４，６５４人で要精検率は８．９３％（前年度比０．０２ポイント減）であった。
要精検者のうち精密検査を受診したのは３，５６３人で精検受診率は７６．６％（前年度比１．３ポイント減）で
あった。また、精検の結果大腸がんであったのが１４９人（前年度比４１人減）で、がん発見率は０．２９％
（前年度比０．０４ポイント減）、陽性反応的中度は３．２％（前年度比０．５ポイント減）であった。要精検
率は国が示す許容値を上回っているが、がん発見率、陽性反応的中度は国の許容値を満たしており、
例年と同様に精度は保たれていると考えられる。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

地域検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１７，７６３
（３４．１％）

１，３２７ ７．５ ７．０ ７．８ ７．７

施設検診
（病院・診療所）

３４，３４４
（６５．９％）

３，３２７ ９．７ ８．８ １２．０ １０．０

計
５２，１０７
（１００％）

４，６５４ ８．９ ８．２ ９．５ ９．５

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診 １，０４９ ７９．１ ３６ ０．２０３ ０．２２６ ０．１８８ ０．１８６

施 設 検 診 ２，５１４ ７５．６ １１３ ０．３２９ ０．２７２ ０．３４１ ０．３８４

計 ３，５６３ ７６．６ １４９ ０．２８６ ０．２５８ ０．２５１ ０．３３６
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２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１５９例について確定調査を行った結果、確定癌１４５例（地域
検診３５例、施設検診１１０例）、腺腫２例、その他１２例であった。そのうち早期がんは９１例、早期癌率は
６２．８％であった。令和元年度の確定癌１９０例に比べ、令和２年度は２割減となっており、コロナの影
響で受診控えがあったことが考えられる。
調査の結果は、以下のとおりであった。

（１） 性及び年齢では男女とも例年通り６５歳以上から癌が多く発見され、７０歳代が一番多かった。令和
元年度は４０歳代から癌が５例発見されたが、令和２年度は２例であり、いずれも早期癌であった。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が６０％で、肉眼分類では「２」３１．７％であった。早期癌９１例の肉眼分
類で「Is」「Isp」「Ip」の順で多かった。

（３） 深達度「m」が４６．２％、「sm」が１６．６％で、早期癌率６２．８％であった。
（４） Dukes分類は「Ａ」が６７．６％、組織型分類は「Well」が５３．８％、「Mod」が３７．２％であった。
（５） 治療方法は外科手術が３１例（２１．４％）、内視鏡下手術３８例（２６．２％）、内視鏡治療は７４例（５１．０％）
であった。内視鏡治療の割合が多く、増加傾向である。ただし、外科手術の割合は例年１０％程度
だが、令和２年度は２０％を超えている。

（６） 逐年検診発見進行癌は１６例（東部８例、中部３例、西部５例）であった。例年２０例以上である
が、令和２年度は確定癌数が少なかった分、逐年検診発見進行癌も少なくなっている。

〈圏域別結果〉
（１） 地域検診

区 分 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 が ん 疑 い が ん がん発見率

東 部 ４９８ ７．０ ３９１ ７８．５ ２ １６ ０．２２６

中 部 ４５６ ７．８ ３５８ ７８．５ ３ １１ ０．１８８

西 部 ３７３ ７．７ ３００ ８０．４ ０ ９ ０．１８６

計 １，３２７ ７．５ １，０４９ ７９．１ ５ ３６ ０．２０３

（２） 施設検診

区 分 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 が ん 疑 い が ん がん発見率

東 部 １，３５０ ８．８ １，０６３ ７８．７ ３ ４２ ０．２７２

中 部 ４９１ １２．０ ３５８ ７２．９ ― １４ ０．３４１

西 部 １，４８６ １０．０ １，０９３ ７３．６ ２ ５７ ０．３８４

計 ３，３２７ ９．７ ２，５１４ ７５．６ ５ １１３ ０．３２９

４９
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大腸がん発見率の推移

大腸がん発見率
H28 R1 R2H30H29H27

確定がん率

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２

受 診 者 数（人） Ｂ ６０，３２９ ５７，９１７ ５７，３５２ ５６，９９１ ５７，４７６ ５２，１０７

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ３１．７ ３０．６ ３０．３ ３０．１ ３０．４ ２７．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５４，８１０ ５２，５９６ ５２，３２３ ５２，２４５ ５２，３３０ ４７，４５３

要 精 検 者 数（人） Ｅ ５，５１９ ５，３２１ ５，０２９ ４，７４６ ５，１４６ ４，６５４

指標：許容値７．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．１５ ９．２０ ８．７７ ８．３３ ８．９５ ８．９３

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ４，２５３ ４，１０２ ３，９１１ ３，６９６ ４，００９ ３，５６３

指標：目標値９０％以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７７．１ ７７．１ ７７．８ ７７．９ ７７．９ ７６．６

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １６６（１４） １７７（１４） １７５（７） １７０（１３） １９０（６） １４９（１０）

指標：許容値０．１３％以上
大腸がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２８ ０．３１ ０．３１ ０．３０ ０．３３ ０．２９

指標：許容値１．９％以上
陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ３．０ ３．３ ３．５ ３．６ ３．７ ３．２

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １６５ １８１ １７１ １７０ １９０ １４９

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２７ ０．３１ ０．３０ ０．３０ ０．３３ ０．２９

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 令和２年度大腸がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数

一 次 検 診
受 診 者 数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ７３２ １，５４８ ２７．１ ３９．２ ３４．３ ３９ １１６ ６９３ １，４３２ ５．３ ７．５ ６．８

４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ７３８ １，５１５ ３０．９ ４４．６ ３８．９ ３４ １００ ７０４ １，４１５ ４．６ ６．６ ５．９

５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ６９２ １，５２４ ２７．７ ３９．４ ３４．８ ４５ １０５ ６４７ １，４１９ ６．５ ６．９ ６．８

５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ８５６ １，９０２ ２４．７ ３３．０ ２９．９ ４７ １１１ ８０９ １，７９１ ５．５ ５．８ ５．７

６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ １，７６４ ３，５０９ ２２．６ ３１．４ ２７．８ １５４ ２５０ １，６１０ ３，２５９ ８．７ ７．１ ７．７

６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ４，０３３ ５，４００ ３０．３ ３２．７ ３１．６ ４０４ ３４６ ３，６２９ ５，０５４ １０．０ ６．４ ８．０

７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ５，５０８ ７，１９０ ４６．０ ４６．９ ４６．５ ５６１ ６１５ ４，９４７ ６，５７５ １０．２ ８．６ ９．３

７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３，２８５ ４，２７７ ２９．８ ２６．７ ２８．０ ３７６ ３８４ ２，９０９ ３，８９３ １１．４ ９．０ １０．１

８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３，２８４ ４，３５０ １７．７ １１．０ １３．２ ４８０ ４８７ ２，８０４ ３，８６３ １４．６ １１．２ １２．７

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ２０，８９２ ３１，２１５ ２８．４ ２７．０ ２７．６ ２，１４０ ２，５１４ １８，７５２ ２８，７０１ １０．２ ８．１ ８．９

合 計 １８９，１３２ ５２，１０７ ２７．６ ４，６５４ ４７，４５３ ８．９

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精密検査結果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈｙ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３２ ８０ ８２．１ ６９．０ ７２．３ １０ ５０ ２２ ２８ ０ ０ ０ ２ ０．００００．１２９０．０８８ ０．０ １．７ １．３

４５～４９歳 ２６ ６９ ７６．５ ６９．０ ７０．９ １２ ３５ １４ ３４ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ３５ ８３ ７７．８ ７９．０ ７８．７ ７ ３９ ２６ ４１ ０ ０ ２ ３ ０．２８９０．１９７０．２２６ ４．４ ２．９ ３．３

５５～５９歳 ３２ ８３ ６８．１ ７４．８ ７２．８ ２ ２８ ２６ ５１ １ ０ ３ ４ ０．３５００．２１００．２５４ ６．４ ３．６ ４．４

６０～６４歳 １１６ ２０３ ７５．３ ８１．２ ７９．０ ２３ ７７ ９０ １２２ ０ ０ ３ ４ ０．１７００．１１４０．１３３ １．９ １．６ １．７

６５～６９歳 ３１３ ２８０ ７７．５ ８０．９ ７９．１ ４１ ９０ ２５４ １８０ １ ０ １７ １０ ０．４２２０．１８５０．２８６ ４．２ ２．９ ３．６

７０～７４歳 ４２５ ５１０ ７５．８ ８２．９ ７９．５ ６３ １５０ ３３５ ３３１ ２ ２ ２５ ２７ ０．４５４０．３７６０．４１０ ４．５ ４．４ ４．４

７５～７９歳 ３０３ ３０３ ８０．６ ７８．９ ７９．７ ４５ ７８ ２４６ ２１８ ０ １ １２ ６ ０．３６５０．１４００．２３８ ３．２ １．６ ２．４

８０歳以上 ３４９ ３２１ ７２．７ ６５．９ ６９．３ ７０ ８８ ２６５ ２１３ ２ １ １２ １９ ０．３６５０．４３７０．４０６ ２．５ ３．９ ３．２

計 １，６３１１，９３２ ７６．２ ７６．８ ７６．６ ２７３ ６３５ １，２７８１，２１８ ６ ４ ７４ ７５ ０．３５４０．２４００．２８６ ３．５ ３．０ ３．２

合計 ３，５６３ ７６．６ ９０８ ２，４９６ １０ １４９ ０．２８６ ３．２
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精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.3％

大腸がん
4.2％

異常認めず
25.5％

その他の疾病
70.1％

その他　12.4％

ポリープ（腺腫）
65.4％

潰瘍性大腸炎　0.2％
クローン病　0.1％

大腸憩室　11.0％

ポリープ（不明）
3.6％

ポリープ（非腺腫）
7.3％

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診受診者数 一 次 検 診 結 果 要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ６，４７４ １０，４０７ ５７６ ６９５ ５，８９８ ９，７１２ ８．９ ６．７ ７．５

中国労働衛生協会 ２８３ ５９９ ２２ ３４ ２６１ ５６５ ７．８ ５．７ ６．３

地 域 検 診 小 計 ６，７５７ １１，００６ ５９８ ７２９ ６，１５９ １０，２７７ ８．９ ６．６ ７．５

病 院 ４，１５９ ５，３２９ ４６３ ４６２ ３，６９６ ４，８６７ １１．１ ８．７ ９．７

診 療 所 ９，９７６ １４，８８０ １，０７９ １，３２３ ８，８９７ １３，５５７ １０．８ ８．９ ９．７

施 設 検 診 小 計 １４，１３５ ２０，２０９ １，５４２ １，７８５ １２，５９３ １８，４２４ １０．９ ８．８ ９．７

計 ２０，８９２ ３１，２１５ ２，１４０ ２，５１４ １８，７５２ ２８，７０１ １０．２ ８．１ ８．９

合 計 ５２，１０７ ４，６５４ ４７，４５３ ８．９

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４５２ ５５０ ７８．５ ７９．１ ７８．８ ７２ １７８ ３６３ ３５０ ３ ２ １４ ２０ ０．２１６０．１９２０．２０１ ２．４ ３．５ ２．７

中国労働衛生協会 １８ ２９ ８１．８ ８５．３ ８３．９ ７ １０ １１ １７ ０ ０ ０ ２ ０．００００．３３４０．２２７ ０．０ ９．１ ３．６

地域検診小計 ４７０ ５７９ ７８．６ ７９．４ ７９．１ ７９ １８８ ３７４ ３６７ ３ ２ １４ ２２ ０．２０７０．２０００．２０３ ２．３ ３．０ ２．７

病 院 ３２５ ３２３ ７０．２ ６９．９ ７０．１ ６５ ９８ ２４９ ２１８ ０ ０ １１ ７ ０．２６４０．１３１０．１９０ ２．４ １．５ １．９

診 療 所 ８３６１，０３０ ７７．５ ７７．９ ７７．７ １２９ ３４９ ６５５ ６３３ ３ ２ ４９ ４６ ０．４９１０．３０９０．３８２ ４．５ ４．３ ４．０

施設検診小計 １，１６１１，３５３ ７５．３ ７５．８ ７５．６ １９４ ４４７ ９０４ ８５１ ３ ２ ６０ ５３ ０．４２４０．２６２０．３２９ ３．９ ３．０ ３．４

計 １，６３１１，９３２ ７６．２ ７６．８ ７６．６ ２７３ ６３５ １，２７８１，２１８ ６ ４ ７４ ７５ ０．３５４０．２４００．２８６ ３．５ ３．５ ３．２

合 計 ３，５６３ ７６．６ ９０８ ２，４９６ １０ １４９ ０．２８６ ３．２

５２
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８０
１７
５

０
９

１８
４

０．
２９
３

２．
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１，
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６１
９．
７

３７
６０
．７

５
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０
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９

３．
３

智
頭
町

３，
０２
７

４２
０

４９
９

９１
９

３０
．４

３１
４１

７２
７．
８

５５
７６
．４

１１
４０

２
２

４４
０．
２１
８

２．
８

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

１，
００
９

８２
０

１，
８２
９

３２
．２

７３
１０
９

１８
２

１０
．０

１２
９

７０
．９

２８
９７

０
４

１０
１

０．
２１
９

２．
２

三
朝
町

２，
５７
４

３４
１

２４
６

５８
７

２２
．８

１８
２４

４２
７．
２

２９
６９
．０

７
２０

０
２

２２
０．
３４
１

４．
８

北
栄
町

５，
５１
６

２，
５２
７

２１
２

２，
７３
９

４９
．７

１９
３

２８
２２
１

８．
１

１６
２

７３
．３

４４
１０
９

３
６

１１
８

０．
２１
９

２．
７

琴
浦
町

６，
７５
１

１，
３２
４

３９
１

１，
７１
５

２５
．４

１１
６

５７
１７
３

１０
．１

１３
２

７６
．３

１７
１１
１

０
４

１１
５

０．
２３
３

２．
３

南
部
町

４，
０１
１

２９
３

１，
１５
１

１，
４４
４

３６
．０

２２
１０
５

１２
７

８．
８

８３
６５
．４

２９
４９

０
５

５４
０．
３４
６

３．
９

伯
耆
町

４，
２５
７

９９
７

１６
１

１，
１５
８

２７
．２

８６
１９

１０
５

９．
１

６９
６５
．７

２７
４０

０
２

４２
０．
１７
３

１．
９

日
吉
津
村

１，
００
８

２４
６

２２
９

４７
５

４７
．１

１７
２７

４４
９．
３

２３
５２
．３

６
１７

０
０

１７
０．
００
０

０．
０
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山
町

６，
９６
７

１，
２０
９

０
１，
２０
９

１７
．４

９３
０

９３
７．
７

７３
７８
．５

２５
４７

０
１

４８
０．
０８
３

１．
１

日
南
町

２，
５５
１

５３
４

３５
５６
９

２２
．３

４９
５

５４
９．
５

４７
８７
．０

１４
３２

０
１

３３
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１７
６

１．
９
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野
町

１，
５５
３

２５
４

０
２５
４

１６
．４

１９
０

１９
７．
５

１５
７８
．９

３
１２

０
０

１２
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

５４
６

０
５４
６

３８
．７

３４
０

３４
６．
２

３３
９７
．１

１３
１８

０
２

２０
０．
３６
６

５．
９

合
計
１８
９，
１３
２
１７
，７
６３

３４
，３
４４

５２
，１
０７

２７
．６

１，
３２
７

３，
３２
７

４，
６５
４

８．
９

３，
５６
３

７６
．６

９０
８

２，
４９
６

１０
１４
９

２，
６５
５

０．
２８
６

３．
２

東
部

７４
，３
８１

７，
０８
０

１５
，４
１６

２２
，４
９６

３０
．２

４９
８

１，
３５
０

１，
８４
８

８．
２

１，
４５
４

７８
．７

３２
３

１，
０６
８

５
５８

１，
１３
１

０．
２５
８

３．
１

中
部

３７
，６
６７

５，
８４
４

４，
１０
１

９，
９４
５

２６
．４

４５
６

４９
１

９４
７

９．
５

７１
６

７５
．６

１７
６

５１
２

３
２５

５４
０

０．
２５
１

２．
６

西
部

７７
，０
８４

４，
８３
９

１４
，８
２７

１９
，６
６６

２５
．５

３７
３

１，
４８
６

１，
８５
９

９．
５

１，
３９
３

７４
．９

４０
９

９１
６

２
６６

９８
４

０．
３３
６

３．
６

５３



（３） 令和２年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果
表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １８ １４ ９ ４１ ４５ １４ ５９ １１８ ６３ ２８ ６８ １５９

確 定 癌 １５ １２ ８ ３５ ４１ １３ ５６ １１０ ５６ ２５ ６４ １４５

腺 腫 ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ １ ０ １ ２

そ の 他 ３ ２ １ ６ ３ １ ２ ６ ６ ３ ３ １２

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ０ １ ０ ３ ４ ３ ３ １４

女 １ ０ ０ １ ０ ４ ６ ２ ７ ２１

計 １ ０ ０ ２ ０ ７ １０ ５ １０ ３５

施

設

男 ０ ０ １ ３ ３ １３ ２２ ８ ９ ５９

女 １ ０ ２ ３ ４ ６ ２２ ５ ８ ５１

計 １ ０ ３ ６ ７ １９ ４４ １３ １７ １１０

計
男 ０ ０ １ ４ ３ １６ ２６ １１ １２ ７３

女 ２ ０ ２ ４ ４ １０ ２８ ７ １５ ７２

総 計 ２ ０ ３ ８ ７ ２６ ５４ １８ ２７ １４５

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ４ ４ ４ １２ ８ ３ ２０ ３１ ４３（２９．７）

Ｓ ７ ２ １ １０ ７ ８ １９ ３４ ４４（３０．３）

Ｄ １ １ ０ ２ ５ ０ ２ ７ ９（ ６．２）

Ｔ ０ １ １ ２ ６ ０ ５ １１ １３（ ９．０）

Ａ ２ ４ ２ ８ １０ ２ ７ １９ ２７（１８．６）

Ｃ １ ０ ０ １ ３ ０ ３ ６ ７（ ４．８）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ２（ １．４）

計 １５ １２ ８ ３５ ４１ １３ ５６ １１０ １４５

５４



表４ 大きさ

大きさ
（㎜）

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ６ １ ４ １１ ４ ２ １４ ２０ ３１（２１．４）

１１～２０ ６ ２ １ ９ １６ ５ １８ ３９ ４８（３３．１）

２１～５０ ２ ７ １ １０ １７ ４ ２２ ４３ ５３（３６．６）

５１～ ０ １ ２ ３ ３ ０ １ ４ ７（ ４．８）

不明 １ １ ０ ２ １ ２ １ ４ ６（ ４．１）

計 １５ １２ ８ ３５ ４１ １３ ５６ １１０ １４５

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ２３ ６８ ９１（６２．８）

１ １ ５ ６（ ４．１）

２ １０ ３６ ４６（３１．７）

３ １ １ ２（ １．４）

４ ０ ０ ０

５ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０

計 ３５ １１０ １４５

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

Ⅰp ６ １０ １６（１７．６）

Ⅰsp ３ １５ １８（１９．８）

Ⅰs ９ ２３ ３２（３５．２）

Ⅱa １ １２ １３（１４．３）

Ⅱa＋Ⅱc ４ ６ １０（１１．０）

Ⅱb ０ ０ ０

Ⅱc ０ ２ ２（ ２．２）

Ⅲ ０ ０ ０

その他 ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０

計 ２３ ６８ ９１

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

m １２ ３ ５ １６ ６ ２５ ６７（４６．２）

sm ０ ３ ０ ８ ３ １０ ２４（１６．６）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 １２ ６ ５ ２４ ９ ３５ ９１（６２．８）

mp １ １ ０ ３ ０ ８ １３（ ９．０）

ss ２ ５ ２ １０ ３ １０ ３２（２２．１）

se ０ ０ １ ４ ０ ２ ７（ ４．８）

si ０ ０ ０ ０ １ ０ １（ ０．７）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．７）

計 １５ １２ ８ ４１ １３ ５６ １４５
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表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １２ ９ ５ ２３ ９ ４０ ９８（６７．６）

Ｂ ２ ３ １ ９ １ ８ ２４（１６．６）

Ｃ ０ ０ ２ ３ ２ ５ １２（ ８．３）

Ｄ ０ ０ ０ ２ ０ １ ３（ ２．１）

不明 １ ０ ０ ４ １ ２ ８（ ５．５）

計 １５ １２ ８ ４１ １３ ５６ １４５

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel １２ ６ ５ ２４ ６ ２５ ７８（５３．８）

Mod ３ ５ １ １５ ４ ２６ ５４（３７．３）

Por ０ １ ０ ０ １ ０ ２（ １．４）

Muc ０ ０ １ １ ０ １ ３（ ２．１）

その他 ０ ０ １ ０ ２ ４ ７（ ４．８）

不明 ０ ０ ０ １ ０ ０ １（ ０．７）

計 １５ １２ ８ ４１ １３ ５６ １４５

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 １ ７ ３ ７ ２ １１ ３１（２１．４）

内視鏡下手術 ２ １ ０ １５ ５ １５ ３８（２６．２）

内視鏡治療 １２ ４ ５ １８ ６ ２９ ７４（５１．０）

その他不明 ０ ０ ０ １ ０ １ ２（ １．４）

計 １５ １２ ８ ４１ １３ ５６ １４５
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年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施
・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）
・原則、基本健診と同時実施。単独も可
・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可
・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）
・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）
・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に
・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一
・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫）
・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

・Ｈ２３年より節目検診（４０歳以上の５歳刻み）に個別受診勧奨

区 分 対 象 者 受 診 者 受 診 率
定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎 ２，０１４人 １，０２２人 ５０．７％
１５５人

（１５．２％）
１４人

（１．４％）
６人

（０．６％）
４人

（０．４％）

Ｃ型肝炎 ７４１人 ３８５人 ５２．０％
４３人

（１１．２％）
５人

（１．３％）
２人

（０．５％）
１人

（０．３％）
受診率は昨年より２％増加し５１．０７％であった。
※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）令和２年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
令和２年度は１９市町村で実施し、対象者は２０５，０９６人（前年度２０７，０６５人）のうち受検者数は

４，３９９人（前年度４，８７２人）で、受検率は２．１％（前年度２．４％）であった。要精検者数はHBs抗原
陽性者６０人で陽性率１．４％（前年度０．９％）、HCV抗体陽性者１１人で陽性率０．３％（前年度０．１％）
であった。要精検者のうち精密検査受診者は４８人で受診率は６７．６％（前年度５７．７％）と前年より
９．９ポイント増加した。精検受診者４８人中肝臓がん０人であった（がん発見率０％）。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の
肝臓がん対策事業）
平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１９市
町村で実施された。結果は以下のとおりである。
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３）平成７年度から令和２年度の２６年間を集計すると、受診者総数は１７５，２００人、HBs抗原陽性者
３，６９３人 陽性率２．１１％、HCV抗体陽性者３，７５４人 陽性率２．１４％であった。年齢別陽性率はＢ
型は６５―６９歳をピークに山型を示し、Ｃ型は高齢になるほど陽性率が高かった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 令和２年度肝炎ウイルス検査からは肝臓がんは発見されなかった。また、肝臓がん検診によ
り発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が
４名、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が１名であった。

（２） 平成７年から開始した肝臓がん検診によって発見された肝臓がんは令和２年度までで３１人で
現在生存中の患者は４人であった。平成１０年から開始した定期検査によって発見された肝臓がん
は令和２年度までで１９１人で現在生存中の患者は４４人である。
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（１） 肝炎ウィルス検査受診者数等の推移
（１） 一次検診
年 度 受 検 者 数 HBs陽性者 HBs陽性率 HCV陽性者 HCV陽性率
Ｈ３０ ５，５２１ ５８ １．１ １５ ０．３
Ｒ１ ４，８７２ ４６ ０．９ ６ ０．１
Ｒ２ ４，３９９ ６０ １．４ １１ ０．３

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致しない。

（２） 精密検査
年 度 要精検者数 精検受診者数 精検受診率 が ん がん発見率
Ｈ３０ ７２ ４６ ６３．９ １ ０．０２
Ｒ１ ５２ ３０ ５７．７ ０ ０．００
Ｒ２ ７１ ４８ ６７．６ ０ ０．００

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

（３） 年齢階級別受診状況

区 分 令和２年度 平成７～令和２年度
受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率 受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率

４０～４４歳 ９３５ ０．５ ０．１ １９，０６８ １．７０ ０．４９
４５～４９歳 ３８６ １．６ ０．３ １３，３１４ ２．７０ １．１０
５０～５４歳 ３２０ ０．９ ０．０ １４，６９６ ２．９２ １．３５
５５～５９歳 ３３０ ２．４ ０．０ １８，０９７ ２．５５ １．８４
６０～６４歳 ６２７ １．３ ０．６ ３０，６８８ ２．２０ ２．２７
６５～６９歳 ７９２ １．４ ０．０ ３３，０５５ ２．０９ ２．５２
７０～７４歳 ７００ １．４ ０．４ ２７，２０４ １．７６ ２．９３
７５～７９歳 １６１ ３．７ ０．６ １０，７５８ １．４９ ３．５４
８０歳以上 １４８ ２．０ ０．７ ８，３２０ １．３６ ３．２８
計 ４，３９９ １．４ ０．３ １７５，２００ ２．１１ ２．１４

（２） 令和２年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢階級

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗
体のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ＝（ｂ＋ｄ）／ａ ｆ＝（ｃ＋ｄ）／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３４９ ５８６ ３４５ ５８４ ４ １ ０ １ ０ ０ １．１ ０．２ ０．５ ０．０ ０．２ ０．１

４５～４９歳 １７２ ２１４ １６９ ２１０ ２ ４ １ ０ ０ ０ １．２ １．９ １．６ ０．６ ０．０ ０．３

５０～５４歳 １３４ １８６ １３３ １８４ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０．７ １．１ ０．９ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 １６２ １６８ １５６ １６６ ６ ２ ０ ０ ０ ０ ３．７ １．２ ２．４ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 ２９６ ３３１ ２８９ ３２６ ５ ３ ２ ２ ０ ０ １．７ ０．９ １．３ ０．７ ０．６ ０．６

６５～６９歳 ４３６ ３５６ ４３０ ３５１ ６ ５ ０ ０ ０ ０ １．４ １．４ １．４ ０．０ ０．０ ０．０

７０～７４歳 ３８２ ３１８ ３７３ ３１４ ７ ３ ２ １ ０ ０ １．８ ０．９ １．４ ０．５ ０．３ ０．４

７５～７９歳 ９４ ６７ ８９ ６５ ４ ２ １ ０ ０ ０ ４．３ ３．０ ３．７ １．１ ０．０ ０．６

８０歳以上 ７８ ７０ ７６ ６８ １ ２ １ ０ ０ ０ １．３ ２．９ ２．０ １．３ ０．０ ０．７

計 ２，１０３ ２，２９６ ２，０６０ ２，２６８ ３６ ２４ ７ ４ ０ ０ １．７ １．０ １．４ ０．３ ０．２ ０．３

合 計 ４，３９９ ４，３２８ ６０ １１ ０ １．４ ０．３
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３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 ２１ ３０ ２１ ２９ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ３．３ ２．０

保 健 事 業 団 ４４７ ６０７ ４３７ ６０１ １０ ６ ０ ０ ０ ０ ２．２ １．０ １．５ ０．０ ０．０ ０．０

中国労働衛生協会 ３２ ４４ ３２ ４３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０ ２．３ １．３ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ４５１ ４２７ ４４４ ４２０ ７ ４ ０ ３ ０ ０ １．６ ０．９ １．３ ０．０ ０．７ ０．３

診 療 所 １，１５２１，１８８１，１２６１，１７５ １９ １３ ７ ０ ０ ０ １．６ １．１ １．４ ０．６ ０．０ ０．３

計 ２，１０３２，２９６２，０６０２，２６８ ３６ ２４ ７ ４ ０ ０ １．７ １．０ １．４ ０．３ ０．２ ０．３

合 計 ４，３９９ ４，３２８ ６０ １１ ０ １．４ ０．３
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，４
５０

３
７

１０
０
．７

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

智
頭
町

３
，０
８１

４２
２７

６９
２
．２

２
０

０
２
．９

０
．０

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

湯
梨
浜
町

７
，９
８５

３１
１９
０

２２
１

２
．８

６
０

０
２
．７

０
．０

３
５０
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

三
朝
町

２
，５
７４

５１
５８

１０
９

４
．２

０
１

０
０
．０

０
．９

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

３
，８
９１

３２
９６

１２
８

３
．３

１
０

０
０
．８

０
．０

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

琴
浦
町

４
，５
３１

４７
２７

７４
１
．６

１
０

０
１
．４

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

４
，４
１０

４５
２２
２

２６
７

６
．１

０
１

０
０
．０

０
．４

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

伯
耆
町

８４
３

８６
０

８６
１０
．２

１
０

０
１
．２

０
．０

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

日
吉
津
村

９６
８

３
０

３
０
．３

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

４
，７
３１

８４
０

８４
１
．８

２
０

０
２
．４

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

１
，３
４９

３３
３４

６７
５
．０

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

２
，２
６３

４
３８

４２
１
．９

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，４
１２

２４
０

２４
１
．７

１
０

０
４
．２

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

合
計

２０
５
，０
９６

１
，１
８１

３
，２
１８

４
，３
９９

２
．１

６０
１１

０
１
．４

０
．３

４８
６７
．６

３６
１０

０
０

１０
０
．０
００

東
部

７７
，６
８６

５９
１

９８
５

１
，５
７６

２
．０

２１
１

０
１
．３

０
．１

１７
７７
．３

１３
３

０
０

３
０
．０
００

中
部

３５
，７
７０

２３
８

６０
８

８４
６

２
．４

１６
５

０
１
．９

０
．６

１３
６１
．９

８
４

０
０

４
０
．０
００

西
部

９１
，６
４０

３５
２

１
，６
２５

１
，９
７７

２
．２

２３
５

０
１
．２

０
．３

１８
６４
．３

１５
３

０
０

３
０
．０
００

※
が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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（
３）

平
成
７
～
令
和
２
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
令
和
２
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
令
和
３
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

１０
９

３
２

２
２

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

３０
２４

９
４

５
４

２
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

１５
３３

３
１５

２
１３

０
０

０
２

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９
歳

３９
６２

１２
３３

８
２７

０
１

４
５

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

６０
～
６４
歳

８５
１１
３

３８
５５

２３
３７

１
３

１１
１４

１
０

１
０

０
０

０
０

０
１

１
０

６５
～
６９
歳

１２
１

１７
１

５５
１０
３

４５
８１

２
２

６
１６

２
０

０
０

０
０

０
０

０
４

０
０

７０
～
７４
歳

１７
５

２６
９

８１
１６
２

６３
１３
３

１
６

１２
１９

３
１

０
０

０
１

１
１

１
１

０
０

７５
～
７９
歳

１５
３

２０
８

８９
１２
０

６５
１０
０

３
４

１７
９

２
３

０
０

０
０

０
１

２
２

０
１

８０
歳
以
上

１４
０

３５
７

７８
１６
０

５１
１３
０

１
３

１９
１８

１
１

０
０

１
１

２
１

３
４

０
２

計
７６
８

１，
２４
６

３６
８

６５
４

２６
４

５２
７

１０
１９

７２
８３

９
５

１
０

２
２

３
３

６
１２

１
３

合
計

（
比
率（
％
））

２，
０１
４

１，
０２
２

（
１０
０）

７９
１

（
７７
．４
）

２９
（
２．
７）

１５
５

（
１５
．２
）

１４
（
１．
４）

１
（
０．
１）

４
（
０．
４）

６
（
０．
６）

１８
（
１．
８）

４
（
０．
４）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

２
）
令
和
２
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
令
和
２
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
令
和
３
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
抗

ウ
イ
ル
ス
療
法
後

ウ
イ
ル
ス
消
失
例

そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

５
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

５０
～
５４
歳

５
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９
歳

７
５

２
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

２
２

０
０

６０
～
６４
歳

１４
２０

６
１３

２
２

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４
８

０
１

６５
～
６９
歳

２９
２０

１１
１４

２
３

０
０

０
３

１
０

０
０

０
０

０
０

１
１

７
６

０
１

７０
～
７４
歳

３４
６８

１７
３７

３
６

１
１

１
４

０
１

０
０

１
０

０
０

０
０

１１
２５

０
０

７５
～
７９
歳

３９
９５

２２
６２

５
２１

３
３

３
７

０
０

０
０

０
０

０
１

１
０

１０
３０

０
０

８０
歳
以
上

８８
３０
４

４６
１５
２

１１
６８

２
８

６
１７

１
２

０
０

０
０

０
１

２
３

２４
５２

０
１

計
２２
２

５１
９

１０
４

２８
１

２３
１０
０

６
１２

１０
３３

２
３

０
０

１
０

０
２

４
４

５８
１２
４

０
３

合
計

（
比
率（
％
））

７４
１

３８
５

（
１０
０）

１２
３

（
３１
．９
）

１８
（
４．
７）

４３
（
１１
．２
）

５
（
１．
３）

０
（
０．
０）

１
（
０．
３）

２
（
０．
５）

８
（
２．
１）

１８
２

（
４７
．３
）

３
（
０．
８）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（５） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について
（１） 令和２年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査による発見がんまたはがん疑い
発見がんなし

（４） 平成７～令和２年度肝臓がん検診結果

年齢階級

一次検診
受診者数
Ａ

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数
Ｂ

陽性率（％）
Ｃ＝Ｂ／Ａ

陽性者数
Ｄ

陽性率（％）
Ｅ＝Ｄ／Ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ６，４０７ １２，６６１ １３３ １９１ ２．０８ １．５１ １．７０ ４２ ５１ ０．６６ ０．４０ ０．４９

４５～４９歳 ４，３３７ ８，９７７ １３２ ２２７ ３．０４ ２．５３ ２．７０ ４４ １０３ １．０１ １．１５ １．１０

５０～５４歳 ４，４３９ １０，２５７ １４９ ２８０ ３．３６ ２．７３ ２．９２ ４１ １５７ ０．９２ １．５３ １．３５

５５～５９歳 ５，５７５ １２，５２２ １５０ ３１２ ２．６９ ２．４９ ２．５５ ８２ ２５１ １．４７ ２．００ １．８４

６０～６４歳 １１，９３９ １８，７４９ ３２０ ３５６ ２．６８ １．９０ ２．２０ ２１９ ４７８ １．８３ ２．５５ ２．２７

６５～６９歳 １４，３９６ １８，６５９ ３３２ ３６０ ２．３１ １．９３ ２．０９ ３０９ ５２５ ０．００ ２．８１ ２．５２

７０～７４歳 １１，６３９ １５，５６５ ２２１ ２５７ １．９０ １．６５ １．７６ ３２０ ４７８ ２．７５ ３．０７ ２．９３

７５～７９歳 ４，３０１ ６，４５７ ７３ ８７ １．７０ １．３５ １．４９ １５１ ２３０ ３．５１ ３．５６ ３．５４

８０歳以上 ３，１０８ ５，２１２ ３４ ７９ １．０９ １．５２ １．３６ １１６ １５７ ３．７３ ３．０１ ３．２８

計 ６６，１４１ １０９，０５９ １，５４４ ２，１４９ ２．３３ １．９７ ２．１１ １，３２４ ２，４３０ ２．００ ２．２３ ２．１４

合 計 １７５，２００ ３，６９３ ２．１１ ３，７５４ ２．１４
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（
２）

令
和
２
年
度
定
期
検
査
に
よ
る
発
見
が
ん
ま
た
は
が
ん
疑
い

№
年
齢
性
市
町
村

診
断

初
回
治
療

治
療
日

病
巣
数

部
位

大
き
さ

型
肝
硬
変
ウ
イ
ル
ス

A
FP

PI
V
K
A

備
考

１
８５

男
鳥
取
市
肝
臓
が
ん

そ
の
他

２０
２１

／６
／１
０

単
発

S７
４５
×
３０
腫
瘤

無
B

２．
６

８２
０

死
亡

胃
癌
、
前
立
腺
癌
、
上
行
結
腸
癌
の
合

併
あ
り

２０
２１

／７
／９
胃
亜
全
摘
術
施
行
、
結
腸
切

除
、
肝
切
除
術
、
両
側
精
巣
切
除

２０
２１

／７
／１
９死
亡
（
急
性
心
不
全
）

２
８５

女
米
子
市
肝
臓
が
ん

T
A
E

２０
２０

／１
１／
２６

単
発

S７
１２
×
１０
腫
瘤

無
B

２．
４

２５
生
存
２０
２０

／１
２／
４
T
A
CE
実
施

３
７３

女
倉
吉
市
肝
臓
が
ん

RF
A

２０
２１

／１
／２
８

単
発

S５
８×
８
腫
瘤

有
B

２．
６

１６
．２
２

生
存
２０
２１

／１
／２
８
エ
コ
ー
下
に
RF
A
を
行
っ

た
。

４
６４

男
伯
耆
町
肝
臓
が
ん

肝
切
除

２０
１７

／１
１／
２４

２
個

S２
、S
５
３３
×
２６

２０
×
２０
腫
瘤

無
B

１８
．８

４８
生
存
２０
１７

／１
１／
２４

部
分
切
除
２
か
所

５
７９

女
倉
吉
市
肝
臓
が
ん

RF
A

２０
１４

／２
単
発

S３
１２

腫
瘤

有
C

生
存
２０
１４
年
２
月

S５
：
１２
㎜
大

肝
が
ん

に
対
し
RF
A

以
後
再
発
な
く
経
過
観
察
中

６６



（３） 平成１０年度～令和元年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２２年１月現在

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１１か月後死亡
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １２年１１か月後他病死
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ０１．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ２８３９６ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ５ ３年８か月後再発 ２０２１／１０ 県外へ転出
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ３ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ ８ 無再発生存中 再発なし
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ７１９ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２０７４ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ８３ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ ５３８ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ ５ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ４ １年３か月後他病死
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ ６２１５ 再発、１０年８か月後死亡
３３ ７６ 男 切除 ０４．３．１０ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ ２２ 再発、３年５か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５９ 再発、９年８か月後死亡
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ ２９ 再発、６年８か月後死亡
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ １５ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 未治療 ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ NT ２か月後死亡
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ NT ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ ２３９ 再発、４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ６ 再発、６年４か月後死亡
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ ８ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ １４４７ 再発、７年３か月後死亡
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ８０ 再発、１年３か月後死亡
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３ 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５ 再発、８年２か月後死亡
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ ４４ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ １０５５ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE ０４．６ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５５ ５か月後死亡
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡

４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ２
４年３か月後再発Ｈ２８．３．
３ Ｓ３部分切除 再発な
し、生存

再発なし

５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ ２８ 再発、３年３か月後死亡
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ ２７０ ４年１０か月後死亡
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ １７０ 再発、３年１０か月後死亡
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ３ ５年５か月後死亡
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １１ ４年２か月後死亡
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２２ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２１０ ４年１か月後他病死
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２０ ２年１１か 月 後 再 発 Ｈ

２８．９．２６死亡
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ ３５ 再発、７年７か月後死亡
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ４ ６年３か月後再発 生存不

明
２０１９／８／３死亡 他病
死

６１ ６８ 男 肝癌否定 （単発 S６ １３×１３） 無 Ｂ ２ 生存不明
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １４７ 再発、３年６か月後死亡
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５４ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 T／R ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ １５８ 再発、６年４か月後死亡
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ １０ 再発、６年１０か月後他病死
６６ ８２ 女 TAE ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ 腫瘤 Ｃ １４ 再発、７年３か月後死亡

６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ １２
Ｈ２８．５ 再 発S５ ４３㎜
治療希望されず １２年７か
月後死亡、死亡原因不明

６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ７９ 再発、４年１０か月後死亡
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ ２５１ 再発、１２年１１か月後死亡
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ ４２ 再発、６年１か月後死亡
７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ ２８ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 切除 ０７．１．１２ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ １４ ２年１０か月後再発、１３年５

か月後死亡、肝関連死
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２２ 再発、１年後死亡
７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ ２．４ 再発、９年６か月後死亡
７５ ６３ 女 T／R ０７．５．８ 単 発 S８ １６×１６ Ｂ １７ ７年１か月後再発、２０２０／

２ S６ ８㎜ RFA
７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ ５８．６ 再発、８年後死亡
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ ２８９ 再発、３年後死亡
７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４．７ 再発、８年１０か月後死亡
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ ９．８ ３年４か月後再発。 生存、再発なし
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ ２．８ ２年７か月後他病死

６７



№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２２年１月現在

８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 S２／３ ２０×２０ Ｃ ７．０ 再発、８年７か月後死亡
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ ３．２ 再発、２年後死亡
８３ ７０ 男 RFA 単 発 S５ １２×１２ 腫瘤 有 Ｂ ４ Ｈ２９．３．２２ S１ ２．５㎝ 再

発肝切除
Ｈ３０．６．２１ S８亜 区
域切除 ２．３㎝

８４ ７７ 女 TAE ０９．３．２４ ２ 個 S５８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ２０１２ １年３か月後肝不全死
８５ ８４ 女 T／P ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ３６４３ ２年１か月後肝不全死
８６ ７２ 女 TAE ０９．１２．１８ ＞４個 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ７．８ 再発、３年２か月後死亡
８７ ７９ 女 TAE １０．１１．１８ ２ 個 S８／３ ４０×３５ 腫瘤 有 Ｃ １９７ ４年１か月後再発 ２０２１／１／１８USB発肝の

う腫、肝腫瘤病変
８８ ８９ 男 TAE ０９．１０．６ ＞４個 ２０×２０ 腫瘤 Ｃ ３．７ ３年９か月後死亡
８９ ７６ 女 T／R ０８．５．１２ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３．９ ５年２か月後再発、９年８

か月後死亡、他病死心不全
９０ ７６ 女 T／R ０９．７．２２ ２ 個 S３／５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １１．８ １年７か月後死亡
９１ ７９ 男 T／R １０．３．２５ 単 発 S７ ２３×２３ 有 Ｃ ９ ２年１１ヶ月後他病死
９２ ８５ 女 切除 １０．３ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ３．９ 再発、３年後死亡
９３ ６６ 男 TAE ０９．７． ＞４個 S１ 浸潤 有 Ｂ ５８ １年１０か月後死亡
９４ ７３ 男 切除 ０９．１０．２０ 単 発 S５ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｂ ２．８ 無再発生存中
９５ ６８ 女 切除 ０９．８．２１ ＞４個 S３４８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ４．９ 生存中、リスト外という意

見有
９６ ７５ 男 TAE ０８．１ ＞４個 S２４５８ ３８×２５ 腫瘤 有 Ｃ １０．９ 再発、５年３か月後死亡
９７ ７８ 男 精査中 Ｃ １８９
９８ ７５ 男 TAE ０７．２．１１ 単 発 S６ 無 Ｂ ５．３ 再発、７年５か月後死亡

９９ ６６ 男 TAE １１．１．２０ ２ 個 S５／６ １２×１２ 腫瘤 Ｃ ５
Ｈ２８．１１．１１ HCC再 発 リ
ンパ節転移 Ｈ２９．７．１０
死亡

１００ ８０ 女 RFA １０．１１．０９ 単 発 S６～７ １８×１８ 腫瘤 無 Ｃ ４８．４ ３年８か月後再発、生存不
明

１０１ ６４ 女 TAE １０．１１ 単 発 S６ ５×５ 腫瘤 有 Ｃ ２６ 再発、５年１か月後死亡
１０２ ７５ 女 切除 ０８．７．３０ 無 Ｃ Ｈ２７．１再発
１０３ ７５ 男 TAE １０．１２．０８ ＞４個 S２／５／

６／７／８ ２０×１７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡

１０４ ６９ 女 RFA １０．４ 単 発 S６ １８×１８ 無 Ｃ １９ ３年１０か月後再発、８年１
か月後死亡、肝臓死

１０５ ７９ 男 TAI ０９．１０．２６ ２ 個 S７／８ １８×１５ 腫瘤 Ｃ ６０．３ ２年８か月後死亡
１０６ ７１ 女 切除 ０７．８．１７ 単 発 S２～３ ６０×６０ 腫瘤 有 Ｂ １４８ 再発、４年５か月後死亡
１０７ ８５ 女 RFA １０．７ ２ 個 S４／７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １６．６ 再発、５年４か月後他病死
１０８ ８４ 女 RFA ０９．１０．３０ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １．９ 無再発生存中 ２０２０／２／１９他病死
１０９ ６５ 男 T／R １０．０３． 単 発 S５ ２４×２４ 有 Ｂ ７．８ 再発、４年１１か月後死亡
１１０ ５７ 女 切除 １１．１．１８ 単 発 S６ ４０×２５ 腫瘤 無 Ｂ ４ 無再発生存中 ２０２１／１０／２２生存、再発

なし
１１１ ７８ 女 肝がん

否定 単 発 S５ ５×５ 有 Ｃ ４．９ ５か月後腫瘤消失、他病死
１１２ ８７ 男 RFA １１．４．７ 単 発 S５ １５×１６ 腫瘤 無 Ｃ ７．８ 死亡詳細不明
１１３ ６７ 男 肝がん

否定 Ｃ １４．２
１１４ ７７ 女 RFA １１．７ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ９．９ 再発、３年８か月後死亡
１１５ ９２ 女 TAE １１．１０．４ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ９．２ 再発、２年５か月後死亡
１１６ ７８ 女 T／R １０．３．２４ 単 発 S２／３ １９×１８ 腫瘤 有 Ｃ ３１ ９か月後再発 ２０２１／５／１２死亡
１１７ ７６ 男 切除 １１．７．２６ 単 発 S７ ８０×７５ 腫瘤 無 Ｃ ８．７ 無再発 Ｈ２４．６．２４死亡
１１８ ７５ 男 RFA １１．７ 単 発 S６ １４×１４ 腫瘤 有 Ｂ ５．３ ３年２か月後再発

１１９ ８４ 男
転移性
肝癌（肺
大細胞
癌）

Ｂ ２ ５か月
後死亡

１２０ ７５ 男 RFA １３．１０．２ 単 発 S７ １５×１４ 腫瘤 有 Ｂ ５２
１年１１か月後再発 Ｈ２７．
９ Ｈ２７．１２ Ｈ２９．１０再発
しRFA施行

２０２０／５／２９肝癌死

１２１ ７５ 男 切除 １１．６． 有 Ｂ １７ ４年０か月後他病死
１２２ ７０ 女 PEI １２．５．９ 単 発 S４ ２７×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２１ 再発、８か月後死亡

１２３ ８３ 男 TAE １１．８．３０ 単 発 S６ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ５
２年７か月後再発 ２０１５．
７ ２０１６．１０再発にてRFA
死亡他病死

１２４ ７５ 女 RFA ８．１ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ９．２ ２０１６．４再発 RFA 生存
１２５ ８０ 女 TAE １２．１１．２０ 単 発 S１ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ５．７ 再発、１年１１か月後死亡
１２６ ８６ 男 T／R １３．１１ ３ 個 S１４６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｃ ３６．６ 無再発生存中

１２７ ７８ 女 RFA １２．３．１ 単 発 S４ ８×９ 腫瘤 有 Ｃ １６．２
１年１０か月後再発 Ｈ２７．
１０ Ｈ２８．５ TACE Ｈ２９．
１ RFA

２０２０／６再発S６ RFA
２０２１／６再 発S４
TACE

１２８ ８２ 女 RFA １２．３．１４ 単 発 S７ １３×９ 腫瘤 有 Ｃ １０．１ ２年１０か月後死亡
１２９ ８７ 女 TAE １２．７．６ ２ 個 S３ ２０×１５ 腫瘤 有 Ｃ ４１４．５ 再発、２年５か月後死亡
１３０ ８５ 女 RFA １２．２．１３ 単 発 S５ １０×１７ 腫瘤 無 Ｃ １５．２ 再発、３年８か月後死亡
１３１ ７６ 男 TAE １２．６．２０ ＞４個 S４５６７８ ５５×５２ 腫瘤 有 Ｃ ８２ ３年１か月後死亡
１３２ ８１ 女 TAE １０．１１．１０ 単 発 S３ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年６か月後死亡
１３３ ６８ 男 切除 １３．５．２０ 単 発 S５ ３５×３８ 腫瘤 無 Ｂ ５２ ２年９か月後死亡 死因不

明
１３４ ６０ 女 TAE １３．８．２６ 単 発 S３ １８×１５ 腫瘤 有 Ｂ ３５４８ 再発、４年５か月後死亡、

肝癌死
１３５ ７０ 女 RFA １４．４ 単 発 S１ １４×１４ 腫瘤 無 Ｂ ２．９ 無再発生存中 ２０２１／１１生存、再発な

し
１３６ ８３ 女 T／R １３．１０ 単 発 S７ ２６×２６ 腫瘤 無 Ｃ ２６３８ 再発、５年７か月後死亡

１３７ ８８ 男 TAE １３．１０．３１ ＞４個 S４２７８ ３４×３４ 腫瘤 有 Ｃ ２８．９
１年後再発 肺転移 左副
腎転移 肝内再発、３年２
か月後死亡

１３８ ７９ 女 切除 １３．３ 単 発 S８ ４５×４５ 浸潤 無 Ｃ ３２ １年３か月後死亡
１３９ ７３ 男 T／R １３．７．２ ＞４個 両葉 ２４×２４ 無 Ｃ １９ １年８か月後死亡

１４０ ８０ 女 T／P １３．５．１ 単 発 S５ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ２１
９か月後再発 ７年４か月
後死亡、心不全死、肝がん
死を除く関連死

１４１ ９４ 男 １２．８．６ Ｃ ２年４か月後死亡
１４２ ８３ 女 TAE ７ ＞４個 S１５７ 浸潤 有 Ｃ １０２５０ 再発、７年後死亡
１４３ ６７ 男 切除 １４．５．２７ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｂ ３．０ １４ 再発なし ２０２１／１２／９生存、再発

なし

６８



№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２２年１月現在

１４４ ６６ 女 T／R １４．９．１０ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｂ ３２．０ ２０１６．１０ 再発 TACE ２０２１／７／５死亡
１４５ ７３ 男 T／R １４．４．１６ ２ 個 S４５ １０×１７ 無 Ｂ ３．０ ２６ 再発、６年４か月後死亡、

肝癌死
１４６ ７７ 女 TAE １２．１０．１７ ２ 個 S６ ７×１４ 腫瘤 有 Ｃ １１９．１ ３年２か月後死亡
１４７ ７８ 女 切除 １５．１２．１７ 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 Ｃ ２．１ ９７９９ 再発無 ２０２１／８生存、再発な

し
１４８ ８９ 女 Ｂ １．７ １６ 死亡
１４９ ８５ 男 TAE １５．１１．１３ 単 発 S８ ３２×２８ 腫瘤 無 Ｂ ２．５ ２３ 生存不明
１５０ ７４ 男 T／R １５．９．７ 単 発 S４ ２４×２２ 腫瘤 無 Ｂ ８．４ １．７ 再発なし ２０２１／７／７他病死
１５１ ７６ 女 TACE １７．８．２ ＞ ４ S５６７８ ３６×３３ 腫瘤 有 Ｃ ３１．７ ８１１ 再発、１年１か月後死亡、

肝癌死
１５２ ７６ 男 切除 １６．３．１６ 単 発 S８ ２３×２０ 腫瘤 有 NBN

C ７．８ ２２６ 再発なし 生存、再発なし

１５３ ８０ 女 TAE・
RFA １６．９．２３ 単 発 S７ ２９×２９ 腫瘤 無 Ｃ ４．１ １２３ １年後再発 RFA施行 ２０２０／１０／８肝癌死

１５４ ９０ 女 RFA １３．５ ２ 個 S６ S８ １４×１３
１１×１０ 腫瘤 無 Ｃ １５．５ １２ ４年４か月後 他病死 脳

出血
１５５ ８１ 男 RFA １６．１０．５ 単 発 S８ １４×１４ 腫瘤 有 Ｃ ７．０ １９ Ｈ２９．８ 再発なし ２０２１／１２／９生存、再発

なし
１５６ ７９ 女 RFA １６．６．１５ 単 発 S６ ７×８ 腫瘤 無 Ｃ １．６ １４．６ SVR後発癌 ２０２１／１２／８生存、再発

なし
１５７ ７３ 女 無治療 １８．１．１５ 単 発 S８ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ ７．０ ６２ Pugh１０にて無治療を希望

９か月後死亡

１５８ ６８ 男 肝切除 １７．１０．２０ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 無 Ｂ ６．８ ２６ 再発、生存
２０１８／１２再発あり
テセントリク・アバス
チン

１５９ ７５ 女 TAE＋
RFA １６．２．１７ 単 発 S７ １１ 腫瘤 有 Ｂ ２ １５ 生存、再発なし

１６０ ７７ 女 TAE ／
RFA １７．４．１ ２ 個 S２，S６ １２，１９ 腫瘤 有 Ｃ ４６ ２０ 再発、生存

２０２０／１１再発
２０２０／１１／１７ TACE（S
３／４）
２０２１／６／８ TACE（S
３／４）
２０２１／７／２７ RFA

１６１ ７４ 男
TAE ／
TAE＋
RFA

１５．６．２ ２ 個 S５ S７ １４，１３ 腫瘤 有 Ｃ ２ ９ 再発、生存

１６２ ８５ 男 RFA １４．２．１８ 単 発 S４ １５ 腫瘤 有 Ｃ ２ １２ 再発、４年９か月後死亡
１６３ ８２ 男 TAE １７．５．１０ ４個以

上 S４５７８ ４６ 浸潤 無 Ｃ ４４６ ３４６ ２年１か月後死亡

１６４ ７０ 男 TAE １７．６．２６ ４個以
上 S３S７ １４×１３ 腫瘤 有 Ｃ １１．５７ ５４ ２年１０か月後死亡

１６５ ７０ 女 RFA １４．８．１５ 単 発 S６ ２０ 腫瘤 無 Ｃ 生存、再発なし
１６６ ８２ 男 肝切除 １０．７．１５ 単 発 S５ １３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、生存 ２０２１／１／１１死亡
１６７ ８５ 女 TAE １６．１．２６ 単 発 S６ ２５×１４ 腫瘤 有 Ｂ １ 再発、生存 ２０２１／２／１６死亡
１６８ ８８ 女 無 １９．１．２１ 単 発 S４ ４１×４３ 腫瘤 有 Ｂ ６８８．９ ５４ １年間後死亡、肝癌死
１６９ ６９ 女 肝切除 １９．２．２５ 不 明 S７ ３０㎜ 腫瘤 無 Ｂ ２．１ １１ 生存、再発なし
１７０ ７７ 男 肝切除 １９．６．１１ 単 発 S２ 腫瘤 無 Ｂ ２．０４ ３５００ 生存 ２０２１／１０／１４生存
１７１ ７１ 男 RFA １８．１．３１ ２ 個 S７ ２１×１９ 腫瘤 有 Ｂ ３．５ ２８ 再発、生存
１７２ ７４ 女 TAE ３ 個 S３５８ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １６０３ ２７ 再発、生存 ２０２１／６／１死亡
１７３ ９７ 女 無 １９．３．２２ 単 発 右葉 ５０ 腫瘤 有 Ｃ ８６６．４ ２か月後死亡
１７４ ８５ 男 無 １８．５．９ ２ 個 右葉 不明 腫瘤 不明 Ｃ ２９６６ ２年５か月後死亡
１７５ ８３ 女 肝切除 １９．５．８ 単 発 S４ １４×１１ 腫瘤 無 Ｃ ３．５ １７ 生存、再発なし

１７６ ８０ 男 BSC 単 発 S８ ２６×２０ 腫瘤 有 Ｂ １６．１６ ６６
HB＋アルコール Pugh C
のため治療はされず 尾崎
病院に転院 ２０１９年１１月８
日診断

１７７ ８１ 女 肝切除 １８．１０．１６ 単 発 S５ ３０×２３ 腫瘤 無 Ｂ ３．１ ３４
２０１８／６／１９診断 前区域切
除＋S６亜 区 域 切 除
２０２０１１０２再発なし

２０２２／１ 再発なし

１７８ ７４ 女 TAE＋
RFA １６．３．１５ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ２７．２ １７ ２０２０１０２２ 再発なし

１７９ ７２ 女 肝切除 １９．５．１０ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｂ ６．１ ６８
２０１９０４０８診断 腹腔鏡下外
側区域切除 ２０２０１０２９再発
なし

２０２２／１０ 再発なし

１８０ ８１ 男 TACE １６．７．１２ 多 発 S８（S３） １５ 腫瘤 有 Ｃ ７ １７２
鳥大医受診歴無 鳥取赤十
字病院にてTACE Ｈ２８年
７月

１８１ ８５ 男 TAE １９．９．６ 単 発 S７ ３２×３２ 腫瘤 無 Ｃ ３ １５８１ ２０１９／７／５診断 ２０２００９０２
再発なし

１８２ ８６ 女 TAE １９．７．２５ 単 発 S４ ３８×２８ 腫瘤 有 Ｃ ５３．１ ３２ 肝癌破裂にてTACEにて止
血 ２０１９０９以後に死亡

１８３ ８０ 女 RFA １９．３．２９ 単 発 S８ １７×１１ 腫瘤 無 Ｃ ３ ２０ ２０２０１００８再発なし ２０２１／１２／１６再発なし
１８４ ９８ 女 BSC 多 発 S８ ３０ 腫瘤 無 Ｃ ４ ５３５ 鳥取赤十字 ２０２０１０HCC

多発転移 要確認

１８５ ８４ 男 ２０．１１．１０ Ｃ ２．７ １９５ 肝切後時期不明 多発骨転
移 放射線療法２０２０１１０９

２０１９／６ 骨転移にて
対して放射線治療開始。
以後も骨転移病巣判明
しては放射線治療を
行っている経過。

１８６ ８３ 女 肝切除 １５．５．１８ 単 発 S２ ２７×２２ 腫瘤 有 Ｃ １３ ３８ 術後 鳥取赤十字 満田先
生に確認

６９



（４） 平成７年度～令和元年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２２年１月現在

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、２年１か月後死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１５年１か月後死亡
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０× ９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ ２６０ １年１０か月後死亡
１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ２１９ 再発、３年１１か月後死亡
１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ２５ 再発、３年１１か月死亡
２０ ６７ 女 切除 ０６．８．９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中
２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２８．９ ３年後再発、生存不明
２２ ７２ 男 切除 ０８．４．２１ 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ ２２．３ ３７日後死亡
２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５９４ ２年６か月後死亡
２４ ６１ 男 動注／

放射 １１．１０． ＞４個 骨転移
あり Ｂ ２２００ １０か月後死亡

２５ ７８ 男 切除 １２．４．１９ 単 発 S３ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １８．３ １年５か月後再発 ２０１７．
５．９死亡 肝がん死

２６ ７７ 男 切除 １３．１２．１７ 単 発 S４ ５３×５３ 腫瘤 有 Ｂ ７．２ 無再発生存中 ２０１９／６／８肝癌死
２７ ７２ 男 TAE １３．１１ ＞４個 S４ ４４×３９ 腫瘤 有 Ｂ ９６０ １年５か月後死亡
２８ ７４ 女 TAE １５．３．２６ ２ 個 S４５ ７２×７２ 腫瘤 有 Ｃ ３１０６ 死亡Ｈ２７．４．２７溺死
２９ ８６ 女 緩和治療 ＞４個 S２４５７８ ６８×６０ 有 Ｃ １４２１９ 死亡

３０ ４８ 男 切除 １６．７．１３ 単 発 S７ ２３×１９ 腫瘤 無 Ｃ ４９２３
２０１６．１２動注 ２０１７．３ネク
サバール ２０１８／１／１１ 生
存

２０２１／９／５肝部分切除

３１ ６０ 男 切除 １９．８．６ ２ 個 S４ ２５ 腫瘤 無 Ｂ １１．８ １６ 再発、生存
２０２１／８胸骨転移→胸
骨腫瘍切除２０２１／１２胸
椎転移→放射線治療

７０



７．全国がん検診実績との比較

令和元年度（※６９歳以下の実績） （単位：人 ％）

区 分
令和元年度実績
（鳥取県）

令和元年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） ７６，８１４ ５１，２２１，１７０ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ２５，９４０ １，５１３，７７７

受診率（％） ３３．８ ３．０

要精検者数（人） ３８７ ８６，８９４

要精検率（％） ５．４６ ５．７４

精検受診者数（人） ３３５ ６８，２９２

精検受診率（％） ８６．６ ７８．６

がんの者（人） ６０ ９６５

がん発見率（％） ０．２３ ０．０６

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） ５９，０８７ ３９，０２４，５８８ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値

を使用）

全国 （３，６２５，８７２）＋（３，５４７，３７６）－（９６９，８８０）
（３９，０２４，５８８） ×１００＝１５．９

鳥取 （２６，４７０）＋（２５，８３６）－（１４，９１４）
（５９，０８７） ×１００＝６３．３

受診者数（人） ２５，８３６ ３，５４７，３７６

受診率（％） ４３．７（６３．３） （１５．９）

要精検者数（人） ４４５ ８５，２０９

要精検率（％） １．７２ ２．４０

精検受診者数（人） ３７９ ６３，５８４

精検受診率（％） ８５．２ ７４．６

がんの者（人） ４ ８５８

がん発見率（％） ０．０２ ０．０２

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） ７６，８１４ ５１，２５５，７２１ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

受診者数（人） ２４，７２２ ３，４６６，６７３

受診率（％） ３２．２ ６．８

要精検者数（人） ７５８ ５５，５００

要精検率（％） ３．０７ １．６０

精検受診者数（人） ６７２ ４５，９４２

精検受診率（％） ８８．７ ８２．８

がんの者（人） ９ １，０７０

がん発見率（％） ０．０４ ０．０３

７１



区 分
令和元年度実績
（鳥取県）

令和元年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） ４４，６６０ ２５，６０２，７０６ ○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値

を使用）

全国 （２，４１３，２３２）＋（２，３４４，７４８）－（４２３，０２３）
（２５，６０２，７０６） ×１００＝１６．９

鳥取 （１４，０６４）＋（１３，６９４）－（１，２７６）
（４４，６６０） ×１００＝５９．３

受診者数（人） １３，６９４ ２，３４４，７４８

受診率（％） ３０．７（５９．３） （１６．９）

要精検者数（人） ８５０ １４７，８０６

要精検率（％） ６．２１ ６．３０

精検受診者数（人） ８０７ １３１，９４０

精検受診率（％） ９４．９ ８９．３

がんの者（人） ５１ ６，９４９

がん発見率（％） ０．３７ ０．３０

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） ７６，８１４ ５１，２５４，８１５

受診者数（人） ２７，９０３ ３，９６１，９８５

受診率（％） ３６．３ ７．７

要精検者数（人） １，９６１ ２３４，６６１

要精検率（％） ７．０３ ５．９２

精検受診者数（人） １，５２８ １６３，６８１

精検受診率（％） ７７．９ ６９．８

がんの者（人） ７１ ６，５４３

がん発見率（％） ０．２５ ０．１７

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業
報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
３ 平成２５年度から全国数値は、６９歳以下の実績が公表されていることから、鳥取県数値も６９歳以下の実績で比較し
ている。
４ 平成２７年度から「地域保健・健康増進事業報告」対象者数は、各がん検診の対象年齢の「全住民」を報告するこ
ととなった。
５ 平成２８年度から乳がん検診について対象者数は「視触診方式及びマンモグラフィの併用者」「マンモグラフィの
み」が統一された。

７２



厚生労働省「今後のわが国におけるがん検診事業評価の在り方について」報告書
がん検診事業の評価に関する委員会（平成２０年３月）による

プロセス指標と本県実績との比較
令和２年度実績

胃 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２４．４％ ２８．９％
要精検率［Ｘ線のみ］ 許容値 １１．０％以下 ７．２％ 〇 ５．５％ 〇

精検受診率［Ｘ線のみ］ 許容値 ７０％以上 ８５．２％ 〇 ８３．６％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１１％以上 ０．３０％ 〇 ０．１２％ 〇
陽性反応的中度［Ｘ線のみ］ 許容値 １．０％以上 １．６％ 〇 １．１％ 〇

肺 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２６．３％ ２７．８％
要精検率 許容値 ３．０％以下 ３．７％ ２．９％ 〇

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８９．９％ 〇 ８９．８％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０３％以上 ０．０６％ 〇 ０．０３％ 〇
陽性反応的中度 許容値 １．３％以上 １．７％ 〇 １．１％

大 腸 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２７．６％ ３１．５％
要精検率 許容値 ７．０％以下 ８．９％ ７．２％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ７６．６％ 〇 ７７．２％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１３％以上 ０．２９％ 〇 ０．２０％ 〇
陽性反応的中度 許容値 １．９％以上 ３．２％ 〇 ２．７％ 〇

子 宮 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２３．０％ ４０．７％
要精検率 許容値 １．４％以下 １．７９％ ２．１７％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８７．５％ 〇 ８７．７％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０５％以上 ０．０２％ ０．０２％
陽性反応的中度 許容値 ４．０％以上 １．１％ １．２％

乳 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 １４．１％ ２６．１％
要精検率 許容値 １１．０％以下 ６．７７％ 〇 ７．３３％ 〇

精検受診率 許容値 ８０％以上 ９５．４％ ◎ ９５．５％ ◎目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．２３％以上 ０．５９％ 〇 ０．５２％ 〇
陽性反応的中度 許容値 ２．５％以上 ８．７％ 〇 ７．２％ 〇
※子宮がん、乳がんの受診率は単年度計算
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Ⅲ．令和３年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



令
和
３
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者

講
習
会
及
び
症
例
研

究
会

令
和
４
年
３
月
５
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
１５
分
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／倉
吉
未
来
中
心

②
オ
ン
ラ
イ
ン

１８
０名

内
訳

①
３１
名

②
１４
９名

演
題
：「
H
el
ic
ob
ac
te
r
py
lo
ri
感
染
を
考
慮
し
た
早
期
胃
癌
の
内
視
鏡
診
断
」

講
師
：
島
根
県
環
境
保
健
公
社
・
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

足
立
経
一
先
生

（
講
師
の
足
立
先
生
は
遠
隔
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
講
演
）

症
例
検
討

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

竹
本
和
弘
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会

令
和
４
年
２
月
６
日
（
日
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
１０
分
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／鳥
取
県
健
康
会
館

（
鳥
取
県
医
師
会
館
）

②
オ
ン
ラ
イ
ン

５８
名

内
訳

①
５
名

②
５３
名

演
題
：「
婦
人
科
領
域
の
腹
水
細
胞
診
の
役
割
」

講
師
：
弘
前
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
教
授

横
山
良
仁
先
生

（
講
師
の
横
山
先
生
は
遠
隔
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
講
演
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
状
況
を
鑑
み
て
、
本
年
度
の
症
例
検
討
会
は

中
止
と
し
た
。

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者

講
習
会

令
和
４
年
２
月
５
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
２５
分
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／鳥
取
県
健
康
会
館

（
鳥
取
県
医
師
会
館
）

②
オ
ン
ラ
イ
ン

１０
８名

内
訳

①
２１
名

②
８７
名

演
題
：「
肺
が
ん
の
単
純
Ｘ
線
診
断
と
遺
伝
子
変
異
」

講
師
：
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー

遠
藤
正
浩
先
生

（
講
師
の
遠
藤
先
生
は
遠
隔
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
講
演
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
状
況
を
鑑
み
て
、
本
年
度
の
症
例
検
討
会
は

中
止
と
し
た
。

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者

講
習
会

令
和
４
年
１
月
２９
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／鳥
取
県
西
部
医
師
会
館

②
サ
ブ
会
場

／鳥
取
県
健
康
会
館

（
鳥
取
県
医
師
会
館
）

③
オ
ン
ラ
イ
ン

４１
名

内
訳

①
６
名

②
９
名

③
２６
名

演
題
：「
乳
が
ん
検
診
と
ブ
レ
ス
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
」

講
師
：
松
江
赤
十
字
病
院

乳
腺
外
科

村
田
陽
子
先
生

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
状
況
を
鑑
み
て
、
本
年
度
の
症
例
検
討
会
は

中
止
と
し
た
。

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症
例

研
究
会

令
和
４
年
２
月
２６
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
５
分
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／倉
吉
未
来
中
心

②
オ
ン
ラ
イ
ン

９８
名

内
訳

①
１８
名

②
８０
名

演
題
：「
大
腸
癌
診
療
の
現
状
と
課
題
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
統
合
内
科
医
学
講
座
消
化
器
・
腎
臓
内
科
学
分
野

菓
裕
貴
先
生

症
例
検
討

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

加
藤
雅
之
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症
例

研
究
会

令
和
４
年
２
月
１９
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
２５
分
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／倉
吉
未
来
中
心

②
オ
ン
ラ
イ
ン

１１
９名

内
訳

①
２９
名

②
９０
名

演
題
：「
慢
性
肝
炎
お
よ
び
肝
癌
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
」

講
師
：
香
川
大
学
医
学
部
肝
・
胆
・
膵
内
科
学
先
端
医
療
学

小
野
正
文
先
生

（
講
師
の
小
野
先
生
は
遠
隔
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
講
演
）

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

谷
口
英
明
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

池
田

傑
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 令和４年３月５日（土） 午後４時～午後５時１５分
開催方法 ハイブリッド開催
参加方法 ①現地参加

倉吉市 倉吉未来中心
②オンライン参加

中部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 竹 本 和 弘
症 例：６０歳代 男性
既往歴：十二指腸潰瘍、虫垂炎
検診歴：これまで検診受診なし
経 過：２０２１年に受診した検診の胃透視検査にて胃体部前壁欠損様陰影を指摘された。精査目的に

当院にて上部消化管内視鏡検査が施行され、胃体上部前壁に２０㎜大の２型の腫瘍を認めた。
生検にてgroup５（por１）であった。後日当院消化器外科にて腹腔鏡下胃切除術が施行された。

病 理：Carcinoma with lymphoid stroma、SM（４mm）、ly１a、v１a、INFβ、intermediate type、
PM（－）、DM（－）、LN（－）、stage IA（pT１bN０M０）

考 察：これまでの検診受診はなかったが、受診を契機に胃癌の診断、根治的手術に至った。検診
受診やその勧奨の重要性を再認識した症例であった。
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２．大腸がん検診症例研究会

日 時 令和４年２月２６日（土） 午後４時～午後５時５分
開催方法 ハイブリッド開催
参加方法 ①現地参加

倉吉市 倉吉未来中心
②オンライン参加

中部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 加 藤 雅 之
症 例：７０歳代 男性
主 訴：便潜血陽性
現病歴：高血圧症にて近医通院中。毎年大腸がん検診を受けているが、２０２１年１０月、大腸がん検診

にて初めて便潜血陽性（－１０７／＋１４５）を指摘された。１１月に近医にて下部消化管内視鏡
検査施行され、多発ポリープを認めたため、精査目的に当院紹介受診となった。

既往歴：２０代 虫垂炎手術
家族歴：特記事項なし
生活歴：喫煙なし、飲酒 機会飲酒
内視鏡所見：Ｓ状結腸に３０㎜大の０-Ⅱa病変を認めた。NBI観察ではJNET分類type２Aが主体だが、

陥凹部はtype２Bと判断した。これらの所見からcarcinoma in adenomaと考え、ESDにて
一括切除を行った。また直腸Raに７㎜大の黄色調の隆起性病変を認めた。正常粘膜に覆
われており、表面に毛細血管の増生を伴っていた。神経内分泌腫瘍と考え、胸部～骨盤部
造影CTにて転移がないことを確認し、ESDにて一括切除を行った。

病理結果：Ｓ状結腸、Adenocarcinoma（２０%）in high grade tubular adenoma
pType０-IIa、tub２、pTis（M）、Ly０、V０、HM１、VM０
直腸Ra、Carcinoid tumor（NET G１）、Ki-６７２％未満、クロモグラニン陽性、シナプト
フィジン陽性、CD５６陽性

検 討：直腸神経内分泌腫瘍は腫瘍径１０㎜以上、腫瘍表面性状（陥凹、潰瘍形成）、病理検査での
脈管侵襲陽性はリンパ節転移の危険因子と言われている。リンパ節転移のない症例は予後
良好であるが、リンパ節転移・遠隔転移を有する場合には、リンパ節郭清を伴った外科的
切除が必要となる。今回の症例では、腫瘍径１０㎜未満、表面性状も陥凹などを認めず、
CT検査においても転移がないことを確認の上ESD施行した。直腸神経内分泌腫瘍と診断
した際は、リンパ節転移の有無を考慮した上で治療方針を決めることが重要である。
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３．肝臓がん検診症例研究会

日 時 令和４年２月１９日（土） 午後４時～午後５時２５分
開催方法 ハイブリッド開催
参加方法 ①現地参加

倉吉市 倉吉未来中心
②オンライン参加

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 谷 口 英 明
はじめに：近年、ウイルス性肝炎から発生する肝細胞癌が減少し、非ウイルス性肝疾患を背景とす

る肝細胞癌が増加している。今回、非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）を背景とした肝
細胞癌の一例を経験したので報告する。

症 例：７０歳代 男性
主 訴：肝腫瘤精査
既往歴：高血圧、２型糖尿病、軽度認知障害
生活歴：タバコ：１５本／日×２０年 ２０歳～４０歳、アルコール：なし
現病歴：糖尿病、高血圧にて近医に通院中。２０２X年１０月近医にて健診を受け、腹部USにて肝右葉

背側に３５㎜低エコー腫瘤を認め、精査加療目的に紹介受診となった。
初診時血液検査：Alb４．４g／dl、T.Bil１．２mg／dl、AST７０IU／L、ALT７０IU／L、HbA１c７．２％、PT

９７．５％、血 小 板１５．２×１０４／μl、HBsAg（－）、HCVAb（－）、AFP４．４ng／ml、PIVKA II
２６７６mAU／ml

腹部超音波所見：肝腎コントラストを認め脂肪肝と診断した。肝S７に均一な低エコーとして描出
される３．５㎝の低エコー腫瘤を認めた。腫瘤は肝細胞癌に特徴的とされるモザイクバター
ンや辺縁低エコー帯は認めなかった。

ダイナミックCT：単純CTでは腫瘍は不明瞭、動脈相において、早期濃染を認め、門脈層、平行相
で腫瘍の辺縁にリング状の濃染を認め、肝細胞癌が疑われた。門脈層、平行相でのWash-
out像は明瞭には観察できなかった。

治療経過：画像所見、および腫瘍マーカーの上昇より肝細胞癌が考えられ、肝切除を行った。
病理診断：低分化型肝細胞癌 大索状型 （Edomondson分類Ⅲ型）

３．７×３．５×３．５㎝、単純結節周囲増殖型、S０、SM（－）、vp１、vv１、va０、b０、im０、pT３N０M０、
Stage IIIであった。非癌部の組織では、中等度以上の脂肪滴沈着を認め、門脈領域に炎症
細胞浸潤、F２-F３の肝線維化認めた。背景肝はNASHと考えられた。

考 察：今回我々はNASH、２型糖尿病を背景として発症したHCCを経験した。肝線維化が進行
し“Burn out”NASHとなると、背景肝がNASHと診断できないことがあるが、本症例は
画像検査と組織検査において、NASH由来の肝細胞癌と診断された症例である。
本症例は腹部超音波検査において肝細胞癌に特徴的所見とされるモザイクパターンや周
囲低エコー帯は不明瞭であった。またダイナミックCTでは門脈層、平行相でのWashout
像が明瞭には観察されなかった。その原因として、脂肪肝によるエコーの減衰やCT値の
低下が関与したものと推察した。高度な脂肪肝状態における肝腫瘤の画像診断には注意が
必要と思われた。
NASH／NAFLD診療ガイドライン２０２０ではNAFLD／NASHを背景とした肝癌のスク
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リーニングにはFib４ indexやNAFLD fibrosis scoreを用いることが推奨されている。本症
例に適用すると、Fib４ index４．２４、NAFLD fibrosis score０．８９５となり、いずれも「肝線
維化高リスク群」となる。NASH肝硬変、原因不明の肝硬変を発生母地とする肝細胞癌が
増加しており、今回提示したような症例が増加することが予想され、代謝異常、特に糖尿
病の合併がある症例では、脂肪肝の有無を評価し、FIB-４ indexが高い症例では肝細胞癌
の定期スクリーニングが望まれる。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 池 田 傑
はじめに：核酸アナログの投与によりＢ型肝炎の活動性を抑えることが出来る。しかしながら核酸

アナログ内服中であっても発癌リスクがあり、内服開始後も定期的な画像検査が必要にな
る。今回、核酸アナログ内服中の患者で発見時には既にStage IVAであった症例を経験し
たので報告する。

症 例：５０歳代 男性
主 訴：腹痛
現病歴：２０XX―５年にＢ型肝炎を指摘されていたが、強力ミノファーゲンの投与で経過観察されて

いた。２０XX―３年７月に健康診断でＢ型肝炎を指摘され、近医にて核酸アナログ製剤を処
方されていた。２０XX―２年９月のCTでは異常所見は認めなかった。２０XX年２月に心窩部
痛が出現し、同年４月の腹部単純CTで右肝腫瘤を指摘されたため、精査加療目的に当院
紹介となった。

既往歴：慢性Ｂ型肝炎
現 症：身長：１６９．２㎝、体重：６０．８㎏、BMI：２１．２、体温：３７．３度、眼球結膜：貧血なし、黄染

なし、点状出血なし、咽頭：発赤なし、扁桃腫大なし、頚部：明らかなリンパ節腫大なし、
腹部：平坦軟 軽度の心窩部痛あり、肝脾腫蝕知せず、明らかな皮疹なし

来院時血液所見：WBC１０１００／μL、RBC ４７６×１０４／μL、Hb １３．４g／dL、Plt ２０．５×１０４／μL、TP
７．７g／dL、Alb３．４g／dL、T-bil０．８mg／dL、D-bil０．２mg／dL、AST３９U／L、ALT２２U／L、
ALP１６２U／L、γ-GTP７６U／L、LDH２２４U／L、BUN１４．０mg／dL、Cr０．６５mg／dL、CRP
５．４５mg／dL、PT７４．４%、PT（INR）１．１９、AFP１８４１ng／mL、PIVKA-Ⅱ９９mAU／mL、
CEA１１．２ng／mL、CA１９-９１５０３U／mL、HBs抗 原（＋）、HBs抗 体（－）、HBc抗 体（＋）、
HBV DNA２．４logIU／mL

腹部DynCT：肝右葉を占拠するHCC病変を認め、門脈左枝にも腫瘍栓を認めた。明らかな遠隔転
移は認めなかった。

治療経過：当院紹介６日後からテセントリク＋アテゾリズマブ導入を行ったが、１か月後の画像検
査でPDの判定となった。その後も化学療法のレジメンを変更して加療継続していたが、
いずれも副作用やPDとなり早期に治療中止となった。７月以降は治療を希望されず、苦
痛緩和を中心に加療を行い、１０月に永眠された。

考 察：慢性Ｂ型肝炎において、核酸アナログ製剤の投与により７８％発癌リスクを減少させること
が報告されているが、治療開始後も発癌のリスクは存在する。慢性Ｂ型肝炎の発癌予測指
標としてPAGE-B、JPHC Study、REACH-Bなどが提唱されている。本症例はまだ肝硬変
には至っていなかったが、前述した予測指標ではいずれも５～１０年で発癌率１～４％程と
予測されており、定期的なフォローが必要であった。

結 語：核酸アナログ製剤内服中にStage IVで発見された肝細胞癌の一例を経験した。慢性B型肝
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炎自体が高危険度群であり、核酸アナログ製剤投与後も定期的な画像フォローを必要とす
る。症例によって発癌リスクは異なり、リスクに応じてフォロー間隔を決定していく必要
がある。

８０



事業名
東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

胃 が ん ５ ７ ２０３ １ ８ １５ ８ ５５ ２５６ １４ ７０ ４７４

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん １ １ ２８ ７ ５６ ７３ １ ５ ２８ ９ ６２ １２９

乳 が ん ０ ０ ０ １ ３ １４ １ ６ １０ ２ ９ ２４

大腸がん ３ ４ １４７ ０ ０ ０ ６ ３９ １７７ ９ ４３ ３２４

肝臓がん ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ２４ １４５ ５ ２４ １４５

合 計 ９回 ９回 ２１回 ３９回

４．各地区がん検診症例検討会開催状況
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録
基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年
度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策
専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。
なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし
たら、鳥取県健康対策協議会事務局（☎０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。
申請の届出書は「鳥取県健康対策協議会ホームページ」からダウンロードできます。

記

１．改正の要点
① 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも
のについてのみ登録する。
② 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は
３点とする。
③ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。
④ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。
⑤ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期
次回の更新時期
◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手
続 き 時 期

子宮がん検診実施
（一次検診）医療機関

令和４．４．１～令和５．３．３１
（２０２２．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中

肺がん一次検診医療機関 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中

乳がん検診一次検査
（乳房Ｘ線撮影）医療機関

令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手
続 き 時 期

従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 令和３．４．１～令和６．３．３１
（２０２１．４．１～２０２４．３．３１） 令和５年度中 令和３．４．１～令和６．３．３１

子宮がん検診精密検査 令和３．４．１～令和６．３．３１
（２０２１．４．１～２０２４．３．３１） 令和５年度中 令和３．４．１～令和６．３．３１

肺がん検診精密検査 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中 令和２．４．１～令和５．３．３１

乳がん検診精密検査 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中 令和２．４．１～令和５．３．３１

大腸がん検診精密検査 令和２．４．１～令和５．３．３１
（２０２０．４．１～２０２３．３．３１） 令和４年度中 令和２．４．１～令和５．３．３１

肝臓がん検診精密検査 令和４．４．１～令和７．３．３１
（２０２２．４．１～２０２５．３．３１） 令和６年度中 令和４．４．１～令和７．３．３１
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ４回／年
西部 １回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

胃がん内視鏡検診講習会 東部 １回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ５回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３０年度より改正）

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる
こと。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、部会等の長及び地区医師会の
代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りではない。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望
ましい。

※胃内視鏡検診マニュアルに従い、精密検査医療機関の登録基準の臨床例数は原則年間１００症例以上に
変更することとなり、平成３０年度より「胃がん検診精密検査医療機関実施要綱」が一部改正しました。
「年間の症例数」について、医師個人とするか医療機関とするかについては、協議の結果、医師
の習熟度の目安となるので「医師個人で原則年間１００例以上」とすることとなりました。次回の更
新３年後に向けて努力目標としていただくこととなりました。
また、登録基準においては、「食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、
部会等の長及び地区医師会の代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りで
はない。」としており、１００例を満たない医師については、健対協が十分な実績があると認めれば登
録されます。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん
検診症例検討会

全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。
２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。
４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検
診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回
しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし
たこととする。
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対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん医療機関検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会・肺がん検診症例検討会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ４回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３１年度より改正）

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。
２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつ気管支ファイバー下病理検査が可能であること。
ただし、他施設に委託することも可能であること。
３ CT読影を含む精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、
合計２０点以上を取得すること
（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回は必須事項）
（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点
（３） 日本肺がん学会総会 ５点
（４） 肺がん検診セミナー ５点
（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点
８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま
しい。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会 全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点
日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波
検査装置を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市
町村に送付すること。
６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、
乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること
とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、
「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県
乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す
ること。
８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届
け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。
２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像
の提出を求めることができる。
３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結
果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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（別記） 対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ４回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ５回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できること。なお、精密検査を全大腸内視鏡検査で行うことが困難な場
合においては、Ｓ状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査（二重造影法）の併用による精密検査を
実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ
と。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望まし
い）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望
ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す
ること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す
ること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、
がん登録についても同様であること。
９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが
望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ３回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

山陰肝癌治療研究会 全県 １回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること
とする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３１年３月改正）

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査、HCV-RNA
検査及びPIVKAⅡ検査が実施できること。
４ 次の基準に合う超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師の対応ができること。
（１） 走査法式は、電子コンベックス方式が可能であること。
（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（３） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像
記録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。（※携帯型超音波装置は除く。）
※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承
認するものとする。

５ 腹部超音波検査について、次のいずれかを満たしていること。
（１） 臨床例が年間１００例以上あること。
（２） 最近５年間で３００件以上の検査の実績があること。
（３） 検者が、超音波医学会認定超音波専門医（腹部または総合）又は超音波医学会認定超音波検
査士（腹部）であること。

（４） 部会等の長及び地区医師会の代表の委員が、十分な実績があると認める機関については、こ
の限りでない。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。
ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

※登録基準の「腹部超音波検査の年間症例数」の取り扱いが変更することとなり、平成３１年３月に「肝
臓がん検診精密検査医療機関実施要綱」が一部改正しました。
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令和２年度から、鳥取大学医学部環境予防医学分野 尾﨑米厚教授を中心に、鳥取県特有のがんリ

スク要因の究明を目的として、５つのがん（胃、肺、乳、肝、膵）を対象とした「鳥取県がん症例対

照研究」が進行中です。対象群は市町村で実施している集団検診会場での調査が本年度終了し、がん

症例群はがん拠点病院及び準ずる病院の８施設にご協力を頂き調査中です。今後の解析が待たれます。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第２９報です。この報告書は単年度のがん検診の全体像を一覧いただけるものと考えておりま

す。がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実積内容となっております

のでご承知おき下さい。編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きまし

た。御礼申し上げます。発刊に際し、県医師会事務局の皆様には何時もの様に強力なお手伝いを戴き

ました。皆様に心から感謝申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 田 克 夫
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